
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

一

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践

―
大
曼
荼
羅
の
讃
文
と
檀
越
の
供
養
を
中
心
と
し
て

―

桑
　
名
　
法
　
晃

大
檀
那
一

 

令
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成
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願
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︒
涅
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ニ

云
ク

内
ニ
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有
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弟
子
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檀
越
一

仏
法
久
住

セ
ン
云
云︶

1
︵

︒﹂
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
︑
門
弟
に
よ

る
実
践
も
が
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
日
蓮
聖
人
は
身
延
期
に
お
い
て
︑
門
弟
を
も
法
華
経
の
行
者
と
称
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
︑
特
に
檀
越
の
立
場
に
お
い
て
は
︑
法
華
経
の

行
者
に
対
す
る
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
が
一
つ
の
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る︶

2
︵

︒
す
な
わ
ち
︑
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
聖
人
に
供

養
を
な
す
檀
越
が
︑
法
華
経
の
行
者
と
規
定
さ
れ
︑
大
曼
荼
羅
世
界
へ
と
参
入

し
て
い
く
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
檀
越
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
大
曼
荼
羅
と
は

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
︒
で
は
︑
こ
の
檀
越
の
日
蓮
聖

人
へ
の
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
・
実
践
は
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う

か
︒と

こ
ろ
で
︑
日
蓮
聖
人
図
顕
の
大
曼
荼
羅
は
︑
現
在
一
三
〇
余
幅
が
確
認
さ

一
、
は
じ
め
に

日
蓮
聖
人
は
本
仏
の
本
因
を
担
う
存
在
と
し
て
本
仏
の
願
業
を
継
承
し
︑
不

惜
身
命
の
受
持
弘
通
に
よ
っ
て
︑
自
身
に
お
い
て
そ
れ
を
実
修
し
実
証
し
て
い

か
れ
た
︒
本
仏
釈
尊
の
事
を
末
法
の
今
に
行
ず
る
行
者
の
存
在
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
法
華
経
の
救
済
世
界
が
実
現
し
て
い
く
の
で
あ
り
︑
特
に
身
延
期
に
お
い

て
は
︑
そ
れ
を
実
証
し
得
た
者
と
し
て
︑
そ
の
証
の
世
界
か
ら
弟
子
・
檀
越
を

導
く
立
場
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
自
覚
と
教
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
に
は
︑
こ
の
よ
う
な
本
尊
を
主
体
化
し
て
い
く

と
い
う
側
面
を
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
︑
こ
の
本
尊
義
の
実
践
に
よ
っ
て
大
曼

荼
羅
世
界
が
実
現
し
て
い
く
︒
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
本
尊
義
の
実
践
は
︑
日
蓮

聖
人
の
立
場
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
︑
例
え
ば
﹃
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
﹄
に
お

い
て
妙
法
五
字
の
大
法
広
布
の
用
意
に
つ
い
て
説
か
れ
る
中
︑﹁
両
人
共

ニ

為た
り

二



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三

④
謗
者
開
罪
於
無
間
讃
者
積
福
於
安
明
︵﹃
依
憑
集
﹄︶

⑤
若
於
一
劫
中
常
懐
不
善
心
作
色
而
罵
仏
獲
無
量
重
罪
其
有
読
誦
持
是
法
華

経
者
須
臾
加
悪
言
其
罪
復
過
彼
有
人
求
仏
道
而
於
一
劫
中
合
掌
在
我
前
以

無
数
偈
讃
由
是
讃
仏
故
得
無
量
功
徳
歎
美
持
経
者
其
福
復
過
彼︵
法
師
品
︶

さ
ら
に
︑
こ
れ
ら
の
讃
文
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
を
み
る
と
次
の
事
柄
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

番
号

図
顕
年
月
日

被
授
与
者

紙
数

備
考

①
記
載
の
大
曼
荼
羅

﹇
一
一
﹈

文
永
十
一
年
六
月

︵
沙
門
天
目
︶

絹

①
以
外
に
四
種
の
経
文
・
釈
文
を
記
す

﹇
二
八
﹈

建
治
元
年
十
二
月

経
一
丸

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
二
九
﹈

無
記
年

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
六
六
﹈

弘
安
二
年
九
月

日
仰
優
婆
塞

一
紙

﹇
九
〇
﹈

無
記
年

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

②
記
載
の
大
曼
荼
羅

﹇
三
七
﹈

建
治
二
年
四
月

日
昭

八
紙

②
以
外
に
四
種
の
経
文
・
釈
文
を
記
す

﹇
三
八
﹈

建
治
二
年
八
月
十
三
日

亀
若

一
紙

︵
病
即
消
滅
不
老
不
死
の
み
︶
図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
三
九
﹈

建
治
二
年
八
月
十
三
日

削
損
か

一
紙

︵
右
同
︶
図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
四
〇
﹈

建
治
二
年
八
月
十
四
日

亀
姫

一
紙

︵
右
同
︶
図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
四
七
﹈

弘
安
元
年
三
月
十
六
日

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
新
規
﹈

弘
安
元
年
三
月
十
六
日

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊︶

1２
︵

︼

﹇
四
九
﹈

弘
安
元
年
七
月

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

③
④
⑤
記
載
の
大
曼
荼
羅

﹇
五
三
﹈

弘
安
元
年
八
月

日
頂
上
人

三
紙

③
④

﹇
五
四
﹈

弘
安
元
年
八
月

削
損

三
紙

③
④

﹇
五
七
﹈

弘
安
元
年
十
一
月
二
十
一
日

優
婆
塞
藤
太
夫
日
長

二
十
八
紙

③
④
⑤

﹇
五
九
﹈

弘
安
二
年
二
月

妙
心

三
紙

③

﹇
六
〇
﹈

弘
安
二
年
二
月

釈
子
日
目

三
紙

③
④

﹇
六
一
﹈

弘
安
二
年
四
月
八
日

日
向
法
師

三
紙

③
④

﹇
六
五
﹈

弘
安
二
年
七
月

沙
門
日
法

三
紙

③
④
⑤

﹇
六
七
﹈

弘
安
二
年
十
月

沙
弥
日
徳

三
紙

③
④

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

二

れ
て
お
り︶

3
︵

︑
そ
の
う
ち
讃
文
︵
経
文
・
釈
文
︶
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
が
二
十

一
幅
存
す
る
︒
こ
の
中
で
最
も
多
く
記
さ
れ
る
の
が
︑﹁
若
悩
乱
者
頭
破
七
分

有
供
養
者
福
過
十
号︶

4
︵

﹂
と
い
う
湛
然
﹃
法
華
文
句
記
﹄
の
要
文
で
あ
る
︒

大
曼
荼
羅
に
記
さ
れ
た
讃
文
に
つ
い
て
は
︑
先
行
研
究
に
お
い
て
︑
そ
の
分

類
と
と
も
に
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が︶

5
︵

︑
そ
の
中
で
特
に
着
目
さ
れ
て
い
る
も

の
の
一
つ
が
︑
こ
の
﹃
文
句
記
﹄
の
文
で
あ
る
︒
渡
辺
宝
陽
氏
は
大
曼
荼
羅
に

つ
い
て
一
連
の
研
究
を
行
う
中
に
お
い
て
︑
讃
文
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る︶

6
︵

が
︑
後
に
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
謗
法
の
克
服
と
い
う
視
点
か
ら
︑
改
め
て
本
讃

文
を
取
り
挙
げ
論
を
展
開
し
て
い
る︶

7
︵

︒
ま
た
本
讃
文
は
︑
弘
安
年
間
に
み
ら
れ

る
種
々
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
と
の

関
連
の
中
に
お
い
て
も
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る︶

8
︵

︒
そ
の
一
方
で
︑
こ
れ
ら
の
讃

文
に
つ
い
て
︑
図
顕
讃
文
と
の
相
違
を
強
調
し
︑
そ
の
違
い
を
認
識
し
た
上
に

お
い
て
再
度
検
討
を
行
う
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る︶

9
︵

︒

こ
の
釈
文
は
︑
こ
れ
ま
で
筆
者
が
発
表
を
行
っ
て
き
た
︑﹁
こ
こ
ろ
み
﹂
の

要
請
や
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
︑

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
上
に
改
め
て
本
讃
文
が
大
曼
荼
羅
に
記
さ
れ
た
意
義
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る︶

10
︵

︒

そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
︑
先
行
研
究
の
成
果
の
上
に
︑
本
尊
義
の
実
践
と
い
う

視
点
か
ら
︑
本
讃
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け

る
本
尊
義
の
実
践
に
お
い
て
︑
檀
越
の
供
養
と
い
う
信
行
実
践
が
い
か
な
る
意

義
を
も
ち
︑
い
か
な
る
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
か
︑
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義

の
実
践
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
︒

な
お
︑
本
稿
に
お
け
る
﹁
讃
文
﹂
と
は
︑
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
た
経
文
・

釈
文
を
意
味
し
︑﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
︵
三
十
︶
余
年
﹂
云
々
の
文
は
﹁
図

顕
讃
文
﹂
と
称
し
て
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
︒

二
、
大
曼
荼
羅
の
讃
文
に
つ
い
て

讃
文
が
記
載
さ
れ
た
二
十
一
幅
の
大
曼
荼
羅
を
み
る
と
十
四
種
の
経
釈
の
書

き
入
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
ら
の
経
文
・
釈
文
に
つ
い
て
は
︑

全
て
滅
後
末
法
の
衆
生
は
謗
法
の
大
病
・
大
逆
罪
に
堕
し
て
お
り
︑
無
間
地
獄

の
道
を
塞
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
は
ひ
た
す
ら
釈
尊
の
随
自
意
と
し
て
の
法
華
経

本
門
の
救
い
を
信
ず
る
こ
と
に
尽
き
る
こ
と
︑
そ
の
信
仰
を
貫
徹
す
る
た
め
に

は
様
々
な
障
害
が
出
来
す
る
こ
と
︑
ま
た
﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
流
通
分
︑
或
い
は

﹃
法
華
取
要
抄
﹄﹃
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
﹄
等
に
引
用
さ
れ
る
文
と
共
通
す
る
も

の
が
多
く
︑
末
法
に
お
け
る
救
済
の
確
証
と
し
て
の
経
証
と
い
う
性
格
を
持
つ

文
で
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る︶

11
︵

︒

こ
れ
ら
十
四
種
の
経
文
・
釈
文
の
内
︑
九
種
の
文
は
一
回
の
み
の
書
き
入
れ

で
あ
り
︑
複
数
回
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
た
文
は
次
の
五
種
と
な
る
︒

①
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
而
今
此
処
多
諸
患
難
唯
我
一
人

能
為
救
護
︵
譬
喩
品
︶

②
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
若
人
有
病
得
聞
是
経
病
即
消
滅
不
老
不
死

︵
薬
王
品
︶

③
有
供
養
者
福
過
十
号
若
悩
乱
者
頭
破
七
分
︵﹃
文
句
記
﹄︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三

④
謗
者
開
罪
於
無
間
讃
者
積
福
於
安
明
︵﹃
依
憑
集
﹄︶

⑤
若
於
一
劫
中
常
懐
不
善
心
作
色
而
罵
仏
獲
無
量
重
罪
其
有
読
誦
持
是
法
華

経
者
須
臾
加
悪
言
其
罪
復
過
彼
有
人
求
仏
道
而
於
一
劫
中
合
掌
在
我
前
以

無
数
偈
讃
由
是
讃
仏
故
得
無
量
功
徳
歎
美
持
経
者
其
福
復
過
彼︵
法
師
品
︶

さ
ら
に
︑
こ
れ
ら
の
讃
文
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
を
み
る
と
次
の
事
柄
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

番
号

図
顕
年
月
日

被
授
与
者

紙
数

備
考

①
記
載
の
大
曼
荼
羅

﹇
一
一
﹈

文
永
十
一
年
六
月

︵
沙
門
天
目
︶

絹

①
以
外
に
四
種
の
経
文
・
釈
文
を
記
す

﹇
二
八
﹈

建
治
元
年
十
二
月

経
一
丸

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
二
九
﹈

無
記
年

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
六
六
﹈

弘
安
二
年
九
月

日
仰
優
婆
塞

一
紙

﹇
九
〇
﹈

無
記
年

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

②
記
載
の
大
曼
荼
羅

﹇
三
七
﹈

建
治
二
年
四
月

日
昭

八
紙

②
以
外
に
四
種
の
経
文
・
釈
文
を
記
す

﹇
三
八
﹈

建
治
二
年
八
月
十
三
日

亀
若

一
紙

︵
病
即
消
滅
不
老
不
死
の
み
︶
図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
三
九
﹈

建
治
二
年
八
月
十
三
日

削
損
か

一
紙

︵
右
同
︶
図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
四
〇
﹈

建
治
二
年
八
月
十
四
日

亀
姫

一
紙

︵
右
同
︶
図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
四
七
﹈

弘
安
元
年
三
月
十
六
日

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

﹇
新
規
﹈

弘
安
元
年
三
月
十
六
日

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊︶

1２
︵

︼

﹇
四
九
﹈

弘
安
元
年
七
月

一
紙

図
顕
讃
文
無
︻
守
り
本
尊
︼

③
④
⑤
記
載
の
大
曼
荼
羅

﹇
五
三
﹈

弘
安
元
年
八
月

日
頂
上
人

三
紙

③
④

﹇
五
四
﹈

弘
安
元
年
八
月

削
損

三
紙

③
④

﹇
五
七
﹈

弘
安
元
年
十
一
月
二
十
一
日

優
婆
塞
藤
太
夫
日
長

二
十
八
紙

③
④
⑤

﹇
五
九
﹈

弘
安
二
年
二
月

妙
心

三
紙

③

﹇
六
〇
﹈

弘
安
二
年
二
月

釈
子
日
目

三
紙

③
④

﹇
六
一
﹈

弘
安
二
年
四
月
八
日

日
向
法
師

三
紙

③
④

﹇
六
五
﹈

弘
安
二
年
七
月

沙
門
日
法

三
紙

③
④
⑤

﹇
六
七
﹈

弘
安
二
年
十
月

沙
弥
日
徳

三
紙

③
④

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

二

れ
て
お
り︶

3
︵

︑
そ
の
う
ち
讃
文
︵
経
文
・
釈
文
︶
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
が
二
十

一
幅
存
す
る
︒
こ
の
中
で
最
も
多
く
記
さ
れ
る
の
が
︑﹁
若
悩
乱
者
頭
破
七
分

有
供
養
者
福
過
十
号︶

4
︵

﹂
と
い
う
湛
然
﹃
法
華
文
句
記
﹄
の
要
文
で
あ
る
︒

大
曼
荼
羅
に
記
さ
れ
た
讃
文
に
つ
い
て
は
︑
先
行
研
究
に
お
い
て
︑
そ
の
分

類
と
と
も
に
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が︶

5
︵

︑
そ
の
中
で
特
に
着
目
さ
れ
て
い
る
も

の
の
一
つ
が
︑
こ
の
﹃
文
句
記
﹄
の
文
で
あ
る
︒
渡
辺
宝
陽
氏
は
大
曼
荼
羅
に

つ
い
て
一
連
の
研
究
を
行
う
中
に
お
い
て
︑
讃
文
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る︶

6
︵

が
︑
後
に
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
謗
法
の
克
服
と
い
う
視
点
か
ら
︑
改
め
て
本
讃

文
を
取
り
挙
げ
論
を
展
開
し
て
い
る︶

7
︵

︒
ま
た
本
讃
文
は
︑
弘
安
年
間
に
み
ら
れ

る
種
々
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
と
の

関
連
の
中
に
お
い
て
も
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る︶

8
︵

︒
そ
の
一
方
で
︑
こ
れ
ら
の
讃

文
に
つ
い
て
︑
図
顕
讃
文
と
の
相
違
を
強
調
し
︑
そ
の
違
い
を
認
識
し
た
上
に

お
い
て
再
度
検
討
を
行
う
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る︶

9
︵

︒

こ
の
釈
文
は
︑
こ
れ
ま
で
筆
者
が
発
表
を
行
っ
て
き
た
︑﹁
こ
こ
ろ
み
﹂
の

要
請
や
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
︑

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
上
に
改
め
て
本
讃
文
が
大
曼
荼
羅
に
記
さ
れ
た
意
義
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る︶

10
︵

︒

そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
︑
先
行
研
究
の
成
果
の
上
に
︑
本
尊
義
の
実
践
と
い
う

視
点
か
ら
︑
本
讃
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け

る
本
尊
義
の
実
践
に
お
い
て
︑
檀
越
の
供
養
と
い
う
信
行
実
践
が
い
か
な
る
意

義
を
も
ち
︑
い
か
な
る
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
か
︑
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義

の
実
践
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
︒

な
お
︑
本
稿
に
お
け
る
﹁
讃
文
﹂
と
は
︑
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
た
経
文
・

釈
文
を
意
味
し
︑﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
︵
三
十
︶
余
年
﹂
云
々
の
文
は
﹁
図

顕
讃
文
﹂
と
称
し
て
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
︒

二
、
大
曼
荼
羅
の
讃
文
に
つ
い
て

讃
文
が
記
載
さ
れ
た
二
十
一
幅
の
大
曼
荼
羅
を
み
る
と
十
四
種
の
経
釈
の
書

き
入
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
ら
の
経
文
・
釈
文
に
つ
い
て
は
︑

全
て
滅
後
末
法
の
衆
生
は
謗
法
の
大
病
・
大
逆
罪
に
堕
し
て
お
り
︑
無
間
地
獄

の
道
を
塞
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
は
ひ
た
す
ら
釈
尊
の
随
自
意
と
し
て
の
法
華
経

本
門
の
救
い
を
信
ず
る
こ
と
に
尽
き
る
こ
と
︑
そ
の
信
仰
を
貫
徹
す
る
た
め
に

は
様
々
な
障
害
が
出
来
す
る
こ
と
︑
ま
た
﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
流
通
分
︑
或
い
は

﹃
法
華
取
要
抄
﹄﹃
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
﹄
等
に
引
用
さ
れ
る
文
と
共
通
す
る
も

の
が
多
く
︑
末
法
に
お
け
る
救
済
の
確
証
と
し
て
の
経
証
と
い
う
性
格
を
持
つ

文
で
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る︶

11
︵

︒

こ
れ
ら
十
四
種
の
経
文
・
釈
文
の
内
︑
九
種
の
文
は
一
回
の
み
の
書
き
入
れ

で
あ
り
︑
複
数
回
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
た
文
は
次
の
五
種
と
な
る
︒

①
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
而
今
此
処
多
諸
患
難
唯
我
一
人

能
為
救
護
︵
譬
喩
品
︶

②
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
若
人
有
病
得
聞
是
経
病
即
消
滅
不
老
不
死

︵
薬
王
品
︶

③
有
供
養
者
福
過
十
号
若
悩
乱
者
頭
破
七
分
︵﹃
文
句
記
﹄︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五

撰
時
抄

建
治
１
・
６

一
〇
五
八

国
府
尼
御
前
御

書

建
治
１
・
６
・
16

一
〇
六
二

一
〇
六
二

高
橋
殿
御
返
事

建
治
１
・
７
・
26

一
〇
九
三

一
〇
九
三

南
条
殿
御
返
事

建
治
２
・
１
・
19

一
一
三
八

松
野
殿
御
消
息

建
治
２
・
２
・
17

一
一
四
一

報
恩
抄

建
治
２
・
７
・
21

一
二
一
八

四
信
五
品
鈔

建
治
３
・
４
・
10

一
二
九
九

日
女
御
前
御
返

事

弘
安
１
・
６
・
25

一
五
一
二

随
自
意
御
書

弘
安
１︶

19
︵

一
六
一
八

乗
明
上
人
御
返

事

弘
安
２
・
７
・
27

一
六
五
二

富
木
殿
御
返
事

弘
安
４
・
11
・

︶
２0
︵29

一
八
一
八

一
八
一
八

一
八
一
八

ま
ず
︑
三
つ
の
讃
文
が
一
書
に
引
か
れ
る
﹃
富
木
殿
御
返
事
﹄
に
つ
い
て
み

た
い
︒
本
書
は
霜
月
会
の
天
台
大
師
講
の
供
養
に
対
す
る
礼
状
で
あ
り
︑
次
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒

鵞
目
一ひ

と

結ゆ
ひ

︑
荘
二

厳
シ

天
台
大
師

ノ

御
宝
前
一ヲ

候
了

ヌ

︒
経

ニ

云
ク 

法
華
最
第
一

ナ
リ
ト

︒
又
云

ク

有
三ン

能
受
二

持
ス
ル
コ
ト

是
ノ

経
典
一ヲ

者
モ

亦
復
如
レシ

是
︒
於
二テ

一
切
衆

生
ノ

中
一ニ

亦
為こ

れ

第
一

ナ
リ
ト

︒
又
云

ク 

其
福
復
過
レク

彼
ニ

︒
妙
楽
云

ク 

若
悩
乱

ス
ル

者
ハ

頭
破
二レ

七
分
一ニ 

有
二ン

供
養
一ス

ル
コ
ト

者
ハ 

福
過
二ク

十
号
一ニ

︒
伝
教
大
師

モ 

讃
者

ハ

積
二ミ

福
ヲ

於
安
明
一ニ

謗
者

ハ

開
二ク

罪
ヲ

於
無
間
一ニ

等
云
云
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
一
八
一
八
頁
Ａ
︶

ま
ず
法
師
品
︑薬
王
品
の
文
が
引
か
れ
︑法
華
経
が
最
勝
の
経
で
あ
る
こ
と
︑

そ
し
て
そ
の
経
を
持
つ
者
が
ま
た
第
一
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
︒
続
け
て
⑤

③
④
の
文
に
よ
っ
て
︑
こ
の
法
華
経
を
持
つ
行
者
供
養
の
功
徳
の
大
き
さ
が
記

さ
れ
て
い
る
︒
⑤
の
文
は
最
後
の
一
句
の
み
の
引
用
だ
が
︑
い
ず
れ
も
行
者
供

養
の
功
徳
の
甚
大
な
る
こ
と
を
表
す
経
釈
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

こ
の
他
︑
⑤
の
文
は
六
つ
の
遺
文
に
引
か
れ
る
が
︑
い
ず
れ
も
行
者
供
養
の

功
徳
を
讃
歎
す
る
経
証
と
し
て
﹁
有
人
求
仏
道
﹂
以
下
の
文
の
み
が
記
さ
れ
︑

﹁
逆
者
得
罪
﹂の
文
は﹃
法
蓮
鈔
﹄を
除
く
他
の
五
遺
文
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒

﹃
法
蓮
鈔
﹄
で
は
法
華
経
の
行
者
を
謗
る
者
の
罪
の
重
さ
と
供
養
す
る
者
の

福
徳
と
い
う
二
つ
の
法
門
が
説
か
れ
て
い
く
が
︑
逆
者
得
罪
の
文
は
本
書
冒
頭

に
記
さ
れ
る
︒

夫
以

レ
ハ

法
華
経
第
四

ノ

法
師
品

ニ

云
ク

若
有
二テ

悪
人
一

以
二テ

不
善

ノ

心
一ヲ

於
二テ

一
劫

ノ

中
一ニ

現
ニ

於
二テ

仏
前
一ニ

常
ニ

毀
二

罵
セ
ン

仏
一ヲ 

其
罪
尚
軽

シ

︒
若
人
以
二テ

一
ツ
ノ

悪
言
一ヲ

毀
下

訾
セ
ン

在
家
出
家

ノ

読
二

誦
ス
ル

法
華
経
一ヲ

者
上ヲ 

其
罪
甚

タ

重
シ

等
云
云
︒
妙
楽

大
師
云

ク 

然
カ
モ

約
二シ

テ

此
経

ノ

功
高

ク

理
絶
一タ

ル
ニ

得
レル

作
二ス

コ
ト
ヲ

此
説
一ヲ

︒
余
経

ハ

不

レ

然
ラ

等
云
云
︒︵﹃
昭
定
﹄
九
三
四
頁
Ｂ
︶

そ
し
て
こ
の
経
文
に
つ
い
て
詳
細
な
解
釈
が
述
べ
ら
れ
︑
末
代
の
法
華
経
の

行
者
を
罵
詈
誹
謗
す
る
者
は
無
間
地
獄
に
堕
す
こ
と
が
問
答
を
も
っ
て
説
か

れ
︑
続
い
て
⑤
の
後
半
部
分
が
引
用
さ
れ
る
︒

法
華
経

ノ

第
四
法
師
品

ニ

云
ク

︑
有
レテ

人
求
二メ

テ

仏
道
一ヲ 

而
於
二テ

一
劫

ノ

中
一ニ 

乃
至

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

四

①
②
の
経
文
と
も
に
︑
他
の
経
釈
と
併
せ
て
記
載
さ
れ
た
例
も
一
幅
ず
つ
確

認
で
き
る
が
︑
②
の
経
文
が
記
載
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
六
幅
は
︑
い
ず
れ
も
一
紙

の
大
曼
荼
羅
に
略
式
の
勧
請
︑
か
つ
図
顕
讃
文
が
な
い
︑
通
常
の
大
曼
荼
羅
と

は
区
別
さ
れ
う
る
守
り
本
尊
と
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
①
の

経
文
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
に
も
共
通
し
て
お
り
︑﹇
二
八
﹈
と
弘
安
三
年
に

推
定
さ
れ
る
﹇
九
〇
﹈
は
い
ず
れ
も
首
題
と
讃
文
そ
し
て
自
署
花
押
の
み
で
あ

り
︑﹇
二
九
﹈
も
こ
れ
に
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
を
加
え
た
の
み
の
勧
請
で
︑

図
顕
讃
文
は
記
さ
れ
て
い
な
い
守
り
本
尊
と
し
て
授
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

大
曼
荼
羅
で
あ
る
︒
①
は
釈
尊
が
主
師
親
三
徳
具
備
の
教
主
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
文
で
あ
り
︑
②
は
法
華
経
・
題
目
の
五
字
が
末
法
為
正
で
あ
る
こ

と
の
経
証
と
し
て
示
さ
れ
︑
書
状
に
お
い
て
は
現
に
病
に
あ
る
対
告
者
に
向

か
っ
て
業
病
必
癒
の
証
文
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る︶

13
︵

︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
③
④
⑤
の
文
は
︑
弘
安
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
︑
主
に

三
枚
継
の
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
て
い
る︶

14
︵

︒
一
紙
の
大
曼
荼
羅
が
主
と
し
て
個

人
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
︑
三
枚
継
の
大
曼
荼
羅
は

弟
子
の
法
華
堂
や
有
力
な
信
者
の
持
仏
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

お
り︶

15
︵

︑
①
②
と
③
④
⑤
記
載
の
大
曼
荼
羅
に
は
授
与
の
意
図
に
違
い
が
み
ら
れ

る
︒
ま
た
︑
①
②
で
は
釈
尊
或
い
は
法
華
経
・
題
目
五
字
の
加
護
・
救
済
が
強

調
さ
れ
る
の
に
対
し
て
︑
後
者
は
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
聖
人
が
対
象
と

な
っ
て
お
り︶

16
︵

︑
そ
の
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
の
功
徳
と
謗
ず
る
こ
と
に
よ
る

罪
業
の
大
き
さ
が
強
調
さ
れ
︑
か
つ
授
与
さ
れ
た
門
弟
の
側
の
信
行
実
践
に
主

眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

以
下
︑
こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
︑
讃
文
③
④
⑤
が
引
用
さ
れ
る
遺
文
の
説

示
か
ら
︑
こ
れ
ら
の
文
が
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
る
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
︒

三
、
遺
文
中
に
お
け
る
説
示

③
④
⑤
の
経
文
・
釈
文
が
引
用
さ
れ
た
遺
文
を
挙
げ
る
と
大
よ
そ
左
図
の
よ

う
に
な
る
︒
④
の
文
が
佐
渡
期
に
一
例
確
認
で
き
る
が
︑
如
来
の
使
い
た
る
日

蓮
を
毀
謗
せ
ば
﹁
罪
を
無
間
に
開
﹂
と
僅
か
に
取
意
引
用
さ
れ
る
の
み
で
︑
こ

れ
ら
の
文
が
具
に
示
さ
れ
る
の
は
︑
身
延
入
山
後
そ
れ
も
蒙
古
襲
来
を
受
け
て

か
ら
の
遺
文
と
な
る︶

17
︵

︒

遺
文
名

系
年

讃
文
③

讃
文
④

讃
文
⑤

四
条
金
吾
殿
御

返
事

文
永
９

六
六
四

上
野
殿
御
返
事

文
永
11
・
11
・
11

八
三
五

聖
人
知
三
世
事

文
永
11︶

18
︵

　

八
四
三

八
四
三

曾
谷
入
道
殿
許

御
書

文
永
12
・
３
・
10

　

九
一
一

法
蓮
鈔

建
治
１
・
４

九
三
七
・

九
四
一

九
三
四
・

九
三
七
・

九
四
一



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五

撰
時
抄

建
治
１
・
６

一
〇
五
八

国
府
尼
御
前
御

書

建
治
１
・
６
・
16

一
〇
六
二

一
〇
六
二

高
橋
殿
御
返
事

建
治
１
・
７
・
26

一
〇
九
三

一
〇
九
三

南
条
殿
御
返
事

建
治
２
・
１
・
19

一
一
三
八

松
野
殿
御
消
息

建
治
２
・
２
・
17

一
一
四
一

報
恩
抄

建
治
２
・
７
・
21

一
二
一
八

四
信
五
品
鈔

建
治
３
・
４
・
10

一
二
九
九

日
女
御
前
御
返

事

弘
安
１
・
６
・
25

一
五
一
二

随
自
意
御
書

弘
安
１︶

19
︵

一
六
一
八

乗
明
上
人
御
返

事

弘
安
２
・
７
・
27

一
六
五
二

富
木
殿
御
返
事

弘
安
４
・
11
・

︶
２0
︵29

一
八
一
八

一
八
一
八

一
八
一
八

ま
ず
︑
三
つ
の
讃
文
が
一
書
に
引
か
れ
る
﹃
富
木
殿
御
返
事
﹄
に
つ
い
て
み

た
い
︒
本
書
は
霜
月
会
の
天
台
大
師
講
の
供
養
に
対
す
る
礼
状
で
あ
り
︑
次
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒

鵞
目
一ひ

と

結ゆ
ひ

︑
荘
二

厳
シ

天
台
大
師

ノ

御
宝
前
一ヲ

候
了

ヌ

︒
経

ニ

云
ク 

法
華
最
第
一

ナ
リ
ト

︒
又
云

ク

有
三ン

能
受
二

持
ス
ル
コ
ト

是
ノ

経
典
一ヲ

者
モ

亦
復
如
レシ

是
︒
於
二テ

一
切
衆

生
ノ

中
一ニ

亦
為こ

れ

第
一

ナ
リ
ト

︒
又
云

ク 

其
福
復
過
レク

彼
ニ

︒
妙
楽
云

ク 

若
悩
乱

ス
ル

者
ハ

頭
破
二レ

七
分
一ニ 

有
二ン

供
養
一ス

ル
コ
ト

者
ハ 

福
過
二ク

十
号
一ニ

︒
伝
教
大
師

モ 

讃
者

ハ

積
二ミ

福
ヲ

於
安
明
一ニ

謗
者

ハ

開
二ク

罪
ヲ

於
無
間
一ニ

等
云
云
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
一
八
一
八
頁
Ａ
︶

ま
ず
法
師
品
︑薬
王
品
の
文
が
引
か
れ
︑法
華
経
が
最
勝
の
経
で
あ
る
こ
と
︑

そ
し
て
そ
の
経
を
持
つ
者
が
ま
た
第
一
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
︒
続
け
て
⑤

③
④
の
文
に
よ
っ
て
︑
こ
の
法
華
経
を
持
つ
行
者
供
養
の
功
徳
の
大
き
さ
が
記

さ
れ
て
い
る
︒
⑤
の
文
は
最
後
の
一
句
の
み
の
引
用
だ
が
︑
い
ず
れ
も
行
者
供

養
の
功
徳
の
甚
大
な
る
こ
と
を
表
す
経
釈
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

こ
の
他
︑
⑤
の
文
は
六
つ
の
遺
文
に
引
か
れ
る
が
︑
い
ず
れ
も
行
者
供
養
の

功
徳
を
讃
歎
す
る
経
証
と
し
て
﹁
有
人
求
仏
道
﹂
以
下
の
文
の
み
が
記
さ
れ
︑

﹁
逆
者
得
罪
﹂の
文
は﹃
法
蓮
鈔
﹄を
除
く
他
の
五
遺
文
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒

﹃
法
蓮
鈔
﹄
で
は
法
華
経
の
行
者
を
謗
る
者
の
罪
の
重
さ
と
供
養
す
る
者
の

福
徳
と
い
う
二
つ
の
法
門
が
説
か
れ
て
い
く
が
︑
逆
者
得
罪
の
文
は
本
書
冒
頭

に
記
さ
れ
る
︒

夫
以

レ
ハ

法
華
経
第
四

ノ

法
師
品

ニ

云
ク

若
有
二テ

悪
人
一

以
二テ

不
善

ノ

心
一ヲ

於
二テ

一
劫

ノ

中
一ニ

現
ニ

於
二テ

仏
前
一ニ

常
ニ

毀
二

罵
セ
ン

仏
一ヲ 

其
罪
尚
軽

シ

︒
若
人
以
二テ

一
ツ
ノ

悪
言
一ヲ

毀
下

訾
セ
ン

在
家
出
家

ノ

読
二

誦
ス
ル

法
華
経
一ヲ

者
上ヲ 

其
罪
甚

タ

重
シ

等
云
云
︒
妙
楽

大
師
云

ク 

然
カ
モ

約
二シ

テ

此
経

ノ

功
高

ク

理
絶
一タ

ル
ニ

得
レル

作
二ス

コ
ト
ヲ

此
説
一ヲ

︒
余
経

ハ

不

レ

然
ラ

等
云
云
︒︵﹃
昭
定
﹄
九
三
四
頁
Ｂ
︶

そ
し
て
こ
の
経
文
に
つ
い
て
詳
細
な
解
釈
が
述
べ
ら
れ
︑
末
代
の
法
華
経
の

行
者
を
罵
詈
誹
謗
す
る
者
は
無
間
地
獄
に
堕
す
こ
と
が
問
答
を
も
っ
て
説
か

れ
︑
続
い
て
⑤
の
後
半
部
分
が
引
用
さ
れ
る
︒

法
華
経

ノ

第
四
法
師
品

ニ

云
ク

︑
有
レテ

人
求
二メ

テ

仏
道
一ヲ 

而
於
二テ

一
劫

ノ

中
一ニ 

乃
至

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

四

①
②
の
経
文
と
も
に
︑
他
の
経
釈
と
併
せ
て
記
載
さ
れ
た
例
も
一
幅
ず
つ
確

認
で
き
る
が
︑
②
の
経
文
が
記
載
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
六
幅
は
︑
い
ず
れ
も
一
紙

の
大
曼
荼
羅
に
略
式
の
勧
請
︑
か
つ
図
顕
讃
文
が
な
い
︑
通
常
の
大
曼
荼
羅
と

は
区
別
さ
れ
う
る
守
り
本
尊
と
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
①
の

経
文
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
に
も
共
通
し
て
お
り
︑﹇
二
八
﹈
と
弘
安
三
年
に

推
定
さ
れ
る
﹇
九
〇
﹈
は
い
ず
れ
も
首
題
と
讃
文
そ
し
て
自
署
花
押
の
み
で
あ

り
︑﹇
二
九
﹈
も
こ
れ
に
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
を
加
え
た
の
み
の
勧
請
で
︑

図
顕
讃
文
は
記
さ
れ
て
い
な
い
守
り
本
尊
と
し
て
授
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

大
曼
荼
羅
で
あ
る
︒
①
は
釈
尊
が
主
師
親
三
徳
具
備
の
教
主
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
文
で
あ
り
︑
②
は
法
華
経
・
題
目
の
五
字
が
末
法
為
正
で
あ
る
こ

と
の
経
証
と
し
て
示
さ
れ
︑
書
状
に
お
い
て
は
現
に
病
に
あ
る
対
告
者
に
向

か
っ
て
業
病
必
癒
の
証
文
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る︶

13
︵

︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
③
④
⑤
の
文
は
︑
弘
安
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
︑
主
に

三
枚
継
の
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
て
い
る︶

14
︵

︒
一
紙
の
大
曼
荼
羅
が
主
と
し
て
個

人
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
︑
三
枚
継
の
大
曼
荼
羅
は

弟
子
の
法
華
堂
や
有
力
な
信
者
の
持
仏
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

お
り︶

15
︵

︑
①
②
と
③
④
⑤
記
載
の
大
曼
荼
羅
に
は
授
与
の
意
図
に
違
い
が
み
ら
れ

る
︒
ま
た
︑
①
②
で
は
釈
尊
或
い
は
法
華
経
・
題
目
五
字
の
加
護
・
救
済
が
強

調
さ
れ
る
の
に
対
し
て
︑
後
者
は
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
聖
人
が
対
象
と

な
っ
て
お
り︶

16
︵

︑
そ
の
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
の
功
徳
と
謗
ず
る
こ
と
に
よ
る

罪
業
の
大
き
さ
が
強
調
さ
れ
︑
か
つ
授
与
さ
れ
た
門
弟
の
側
の
信
行
実
践
に
主

眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

以
下
︑
こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
︑
讃
文
③
④
⑤
が
引
用
さ
れ
る
遺
文
の
説

示
か
ら
︑
こ
れ
ら
の
文
が
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
る
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
︒

三
、
遺
文
中
に
お
け
る
説
示

③
④
⑤
の
経
文
・
釈
文
が
引
用
さ
れ
た
遺
文
を
挙
げ
る
と
大
よ
そ
左
図
の
よ

う
に
な
る
︒
④
の
文
が
佐
渡
期
に
一
例
確
認
で
き
る
が
︑
如
来
の
使
い
た
る
日

蓮
を
毀
謗
せ
ば
﹁
罪
を
無
間
に
開
﹂
と
僅
か
に
取
意
引
用
さ
れ
る
の
み
で
︑
こ

れ
ら
の
文
が
具
に
示
さ
れ
る
の
は
︑
身
延
入
山
後
そ
れ
も
蒙
古
襲
来
を
受
け
て

か
ら
の
遺
文
と
な
る︶

17
︵

︒

遺
文
名

系
年

讃
文
③

讃
文
④

讃
文
⑤

四
条
金
吾
殿
御

返
事

文
永
９

六
六
四

上
野
殿
御
返
事

文
永
11
・
11
・
11

八
三
五

聖
人
知
三
世
事

文
永
11︶

18
︵

　

八
四
三

八
四
三

曾
谷
入
道
殿
許

御
書

文
永
12
・
３
・
10

　

九
一
一

法
蓮
鈔

建
治
１
・
４

九
三
七
・

九
四
一

九
三
四
・

九
三
七
・

九
四
一



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

七

日
蓮
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
を
信
ぜ
よ
と
求
め
︑
自
身
を
用
い
ず
迫
害

を
な
す
日
本
国
一
同
に
は
頭
破
七
分
の
現
証
が
あ
る
こ
と
︑
し
た
が
っ
て
こ
の

現
証
を
よ
く
み
︑
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
を
信
ぜ
よ
と
勧
信
し
て
い
る
︒

③
の
文
が
具
に
引
用
さ
れ
る
の
は
先
引
の
如
く
﹃
法
蓮
鈔
﹄
に
お
い
て
で
あ

る
︒
こ
こ
で
は
︑
先
の
二
つ
の
法
門
の
内
︑
特
に
末
代
の
法
華
経
の
行
者
供
養

の
功
徳
に
つ
い
て
︑
た
と
え
仏
説
で
あ
っ
て
も
信
を
取
り
難
き
こ
と
︑
そ
し
て

如
何
に
し
て
こ
の
度
法
華
経
に
信
を
取
れ
ば
よ
い
の
か
と
︑
成
仏
の
た
め
の
信

の
問
題
が
提
起
さ
れ
︑
そ
こ
で
示
さ
れ
る
の
が
﹁
近
き
現
証
を
引
て
遠
き
信
を

取
る
べ
し︶

２3
︵

﹂
と
い
う
方
法
・
態
度
で
あ
る
︒
そ
し
て
﹁
現
在
に
眼
前
の
証
拠
あ

ら
ん
ず
る
人
︑
此
経
を
説
か
ん
時
は
信
ず
る
人
も
あ
り
や
せ
ん︶

２4
︵

﹂
と
︑
信
心
獲

得
の
た
め
の
末
法
に
お
け
る
師
の
条
件
が
記
さ
れ
る︶

２5
︵

︒

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
︑﹃
四
信
五
品
鈔
﹄
を
み
る
と
︑
但
信
口
唱
の
位
を

判
じ
︑
我
が
末
弟
等
を
軽
ん
ず
る
こ
と
な
き
よ
う
求
め
た
こ
と
に
続
け
て
︑
③

の
文
を
引
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

優う

陀だ

延え
ん

王
ハ

蔑
二

如
シ
テ

賓び
ん

豆づ

盧る

尊
者
一ヲ

七
年
之
内

ニ

喪
二

失
シ

身
一ヲ 

相
州

ハ

流
二

罪

シ
テ

日
蓮
一ヲ

百
日

ノ

内
ニ

遇
二ヘ

リ

兵
乱
一ニ

︒
経

ニ

云
ク 

若
復
見
下テ

受
二

持
ス
ル

是
ノ

経
典
一ヲ

者
上ヲ

出
二サ

ン

其
過
悪
一ヲ 

若
ハ

実
ニ
モ
ア
レ

若
ハ

不
実

ニ
モ
ア
レ

此
人
現
世

ニ

得
二ン

白
癩
病
一ヲ

乃

至
諸
悪
重
病

ア
ル
ヘ
シ

︒
又
云

ク 

当
二ニ

世
世

ニ

無
ル一レ

眼
等
云
云
︒
明
心

ト

与
二ハ

円
智
一

現
ニ

得
二

白
癩
一ヲ

︒
道
阿
弥

ハ

成
二ヌ

無
眼

ノ

者
一ト

︒
国
中

ノ

疫
病

ハ

頭
破
七
分
也
︒

以
レテ

罰
ヲ

推
レス

ル
ニ

徳
ヲ

我
門
人
等

ハ

福
過
十
号
無
レキ

疑
ヒ

者
也
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
一
二
九
九
頁
Ａ
︶

こ
こ
で
は
︑
法
華
経
の
行
者
を
毀
謗
す
る
が
故
に
現
実
に
起
こ
っ
た
事
実
が

挙
げ
ら
れ
て
い
き
︑
頭
破
七
分
の
現
証
と
し
て
国
中
の
疫
病
を
提
示
し
て
い

る
︒
そ
し
て
こ
の
現
罰
か
ら
推
し
て
︑
門
弟
等
に
対
す
る
功
徳
の
大
な
る
こ
と

は
疑
い
の
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

さ
ら
に
﹃
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
﹄
で
は
︑
本
書
の
終
わ
り
に
お
い
て
︑﹁
令
レル

弘
二

通
セ

此
大
法
一ヲ

之
法

ニ
ハ

必
安
二

置
シ

一
代
之
聖
教
一ヲ

習
二

学
ス
ヘ
シ

八
宗
之
章
疏
一ヲ

︒︶
２6
︵

﹂

と
大
法
広
布
の
用
意
に
つ
い
て
説
か
れ
︑
曾
谷
・
大
田
両
氏
に
﹁
両
人
共

ニ

為た
り

二

大
檀
那
一 

令
レメ

タ
マ
ヘ

成
二セ

所
願
一ヲ

︒︶
２7
︵

﹂
と
要
請
が
な
さ
れ
る
︒
そ
し
て
そ
こ
か
ら
所

願
必
定
の
証
文
が
︑
信
福
・
謗
罪
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
引
か
れ
︑
そ
れ
を
集

約
す
る
形
で
︑
④
の
文
が
引
用
さ
れ
︑
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒

安
明

ト
ハ

者
須
弥
山
之
名
也
︒
無
間

ト
ハ

者
阿
鼻

ノ

別
名
也
︒
国
主
誹
二

謗
セ
ハ

於

持
者
一ヲ

失
レヒ

位
ヲ 

臣
民
毀
二

呰
ス
レ
ハ

於
行
者
一ヲ

喪
レホ

ス

身
ヲ

︒
挙
二リ

テ

一
国
一ヲ

不
レレ

ハ

用
ヒ

定
ン
テ

自
反
他
逼
可
レキ

令
二ム

出
来
一セ

也
︒︵
中
略
︶
今
此
国
土

ニ

不
レル

ハ

有
ラ

二
ノ

日
・

二
ノ

月
等

ノ

大
難

ナ
リ

︒
余

ノ

難
ハ

大
体
有
レリ

之
︒
今
以
二テ

此
亀
鏡
一ヲ

浮
二ヘ

見
ル
ニ

日
本

国
一ニ

必
有
二ン

法
華
経

ノ

大
行
者
一

歟
︒
既

ニ

謗
レル

之
ヲ

者
ニ

有
二リ

大
罰
一

︒
信
レス

ル

之
ヲ

者
ニ

何
ソ

無
二ラ

ン

大
福
一

︒
今
両
人
励
二マ

シ

微
力
一ヲ 

予
カ

願
ニ

副
レヘ

力
ヲ 

仏
ノ

試
二ミ

ヨ

金

言
一ヲ

︒︵﹃
昭
定
﹄
九
一
一
頁
Ａ
︶

こ
こ
に
お
い
て
も
︑
法
華
経
の
行
者
を
謗
る
者
に
対
し
て
︑
す
で
に
大
罰
が

眼
前
の
現
証
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
︑
信
ず
る
者
に
大
福
が
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
と
し
て
︑
こ
こ
ろ
み
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

以
上
の
用
例
か
ら
︑
信
謗
罪
福
を
示
す
③
④
⑤
の
文
は
︑
ど
ち
ら
の
道
を
歩

む
の
か
二
者
択
一
を
厳
し
く
迫
る
と
い
う
よ
り
も
︑
謗
者
得
罪
の
文
は
︑
末
代

の
行
者
供
養
の
功
徳
と
い
う
難
信
の
法
門
に
つ
い
て
信
を
取
る
た
め
の
眼
前
の

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

六

歎
二

美
セ
ン
ハ

持
経
者
一ヲ 

其
福
復
過
レン

彼
ニ

等
云
云
︒
妙
楽
大
師
云

ク 

若
悩
乱

ス
ル

者
ハ

頭
破わ

れ
二

七
分
一ニ 

有
二ン

供
養
一ス

ル

者
ハ 

福
過
二ク

十
号
一ニ

等
云
云
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
九
三
七
頁
Ｂ
︶

こ
の
よ
う
に
﹃
法
蓮
鈔
﹄
で
は
⑤
の
経
文
が
具
に
引
か
れ
る
が
︑
一
箇
所
に

続
け
て
引
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
分
け
て
教
示
が
な
さ

れ
て
い
る
︒
そ
し
て
讃
文
③
は
特
に
行
者
供
養
の
功
徳
を
表
す
経
文
と
結
び
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
③
の
文
自
体
は
信
毀
罪
福
を
述
べ
た
も
の
だ

が
︑
そ
れ
が
法
師
品
の
経
文
⑤
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
さ
れ
る
の
で
は
な
く
︑
専
ら

﹁
順
者
得
福
﹂
の
意
を
表
す
釈
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
両
者
の

関
係
は
︑
両
文
が
引
用
さ
れ
る
﹃
国
府
尼
御
前
御
書
﹄
に
お
い
て
よ
り
は
っ
き

り
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒

法
華
経
第
四
法
師
品

ニ

云
ク

︑
有
レテ

人
求
二メ

テ

仏
道
一ヲ 
而

シ
テ

於
二テ

一
劫

ノ

中
一ニ 

合

掌
シ
テ

在
二テ

我
前
一ニ 

以
二テ

無
数

ノ

偈
一ヲ

讃
メ
ン 

由
二ル

カ

是
ノ

讃
仏
一ニ

故
ニ 

得
二ン

無
量

ノ

功

徳
一ヲ 

歎
二

美
セ
ン
ハ

持
経
者
一ヲ 

其
福
復
過
レキ

ン

彼
ニ

等
云
云
︒
文
の
心
は
︑
釈
尊
ほ

ど
の
仏
を
三
業
相
応
し
て
一
中
劫
が
間
ね
ん
ご
ろ
に
供
養
し
奉

ル

よ
り

も
︑
末
代
悪
世
の
世
に
法
華
経
の
行
者
を
供
養
せ
ん
功
徳
は
す
ぐ
れ
た
り

と
と
か
れ
て
候
︒
ま
こ
と
し
か
ら
ぬ
事
に
て
は
候
へ
ど
も
︑
仏
の
金
言
に

て
候
へ
ば
疑

フ

べ
き
に
あ
ら
ず
︒
其
上
妙
楽
大
師
と
申

ス

人
︑
此
の
経
文
を

重
ネ

て
や
わ
ら
げ
て
云

ク

︑
若
毀
謗

セ
ン

者
ハ 

頭
破
二レ

七
分
一ニ 

若
供
養

セ
ン

者
ハ 

福

過
二キ

ン

十
号
一ニ

等
云
云
︒
釈
の
心
は
︑
末
代
の
法
華
経
の
行
者
を
供
養
す
る
は

十
号
具
足
し
ま
し
ま
す
如
来
を
供
養
し
た
て
ま
つ
る
に
も
其
功
徳
す
ぎ
た

り
︒
又
濁
世
に
法
華
経
の
行
者
の
あ
ら
ん
を
留る

難な
ん

を
な
さ
ん
人
々
は
頭

か
う
べ

七
分
に
わ
る
べ
し
と
云
云
︒︵﹃
昭
定
﹄
一
〇
六
二
頁
Ａ
︶

こ
こ
で
は
⑤
の
供
者
得
福
の
文
を
挙
げ
て
︑﹁
此
の
経
文
を
重
て
や
わ
ら
げ

て
云
く
﹂
と
し
て
︑
③
の
文
を
引
い
て
い
る
︒﹁
や
わ
ら
げ
て
﹂
の
意
味
に
つ

い
て
︑
渡
辺
宝
陽
氏
は
︑﹁
経
文
の
示
す
結
論
を
完
結
に
明
示
す
る
こ
と
に
あ
っ

た︶
２1
︵

﹂
と
述
べ
︑
③
並
び
に
④
の
文
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
文
⑤
の
趣
意
が

明
ら
か
に
な
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

讃
文
③
④
⑤
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
八
幅
を
み
る
と
︑
③
は
全
て
に
記
さ

れ
︑
③
の
み
が
一
幅
︑
③
④
両
文
の
記
載
が
五
幅
︑
そ
し
て
三
つ
の
文
全
て
が

記
さ
れ
た
も
の
が
二
幅
と
な
る
︒
同
じ
三
紙
の
大
曼
荼
羅
に
三
種
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
︑
料
紙
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
︑
先
の
指
摘

の
如
く
経
文
⑤
の
意
を
③
さ
ら
に
は
④
の
文
に
よ
っ
て
端
的
か
つ
明
瞭
に
強
調

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
上
来
の
遺
文
中
の
用
例
か
ら
も
︑
讃
文
③

は
⑤
の
︑
そ
れ
も
特
に
法
華
経
の
行
者
に
対
す
る
供
養
の
功
徳
を
況
顕
す
る
意

を
込
め
て
大
曼
荼
羅
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
認
識
で
き
よ
う
︒

四
、
こ
こ
ろ
み
の
要
請
と
の
関
連

讃
文
③
の
初
出
は
﹃
聖
人
知
三
世
事
﹄
で
あ
る
︒
本
書
で
は
﹁
日
蓮

ハ

是
法

華
経

ノ

行
者
也
︒
紹
二

継
ス
ル

不
軽

ノ

跡
一ヲ

之
故

ニ

︒
軽
毀

ス
ル

人
ハ

頭
破わ

れ
二

七
分
一ニ 

信
ス
ル

者
ハ

福
ヲ

積
二マ

ン

安
明
一ニ

︒︶
２２
︵

﹂
と
︑﹃
依
憑
集
﹄
の
文
と
と
も
に
略
抄
さ
れ
︑
法
華
経

の
行
者
日
蓮
を
謗
る
日
本
一
国
・
一
同
に
対
す
る
頭
破
七
分
の
現
証
が
説
か
れ

る
︒こ
こ
で
は
供
養
の
説
示
と
は
関
係
が
み
ら
れ
な
い
が
︑門
弟
等
に
対
し
て
︑



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

七

日
蓮
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
を
信
ぜ
よ
と
求
め
︑
自
身
を
用
い
ず
迫
害

を
な
す
日
本
国
一
同
に
は
頭
破
七
分
の
現
証
が
あ
る
こ
と
︑
し
た
が
っ
て
こ
の

現
証
を
よ
く
み
︑
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
を
信
ぜ
よ
と
勧
信
し
て
い
る
︒

③
の
文
が
具
に
引
用
さ
れ
る
の
は
先
引
の
如
く
﹃
法
蓮
鈔
﹄
に
お
い
て
で
あ

る
︒
こ
こ
で
は
︑
先
の
二
つ
の
法
門
の
内
︑
特
に
末
代
の
法
華
経
の
行
者
供
養

の
功
徳
に
つ
い
て
︑
た
と
え
仏
説
で
あ
っ
て
も
信
を
取
り
難
き
こ
と
︑
そ
し
て

如
何
に
し
て
こ
の
度
法
華
経
に
信
を
取
れ
ば
よ
い
の
か
と
︑
成
仏
の
た
め
の
信

の
問
題
が
提
起
さ
れ
︑
そ
こ
で
示
さ
れ
る
の
が
﹁
近
き
現
証
を
引
て
遠
き
信
を

取
る
べ
し︶

２3
︵

﹂
と
い
う
方
法
・
態
度
で
あ
る
︒
そ
し
て
﹁
現
在
に
眼
前
の
証
拠
あ

ら
ん
ず
る
人
︑
此
経
を
説
か
ん
時
は
信
ず
る
人
も
あ
り
や
せ
ん︶

２4
︵

﹂
と
︑
信
心
獲

得
の
た
め
の
末
法
に
お
け
る
師
の
条
件
が
記
さ
れ
る︶

２5
︵

︒

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
︑﹃
四
信
五
品
鈔
﹄
を
み
る
と
︑
但
信
口
唱
の
位
を

判
じ
︑
我
が
末
弟
等
を
軽
ん
ず
る
こ
と
な
き
よ
う
求
め
た
こ
と
に
続
け
て
︑
③

の
文
を
引
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

優う

陀だ

延え
ん

王
ハ

蔑
二

如
シ
テ

賓び
ん

豆づ

盧る

尊
者
一ヲ

七
年
之
内

ニ

喪
二

失
シ

身
一ヲ 
相
州

ハ

流
二

罪

シ
テ

日
蓮
一ヲ

百
日

ノ

内
ニ

遇
二ヘ

リ

兵
乱
一ニ

︒
経

ニ

云
ク 

若
復
見
下テ

受
二

持
ス
ル

是
ノ

経
典
一ヲ

者
上ヲ

出
二サ

ン

其
過
悪
一ヲ 

若
ハ

実
ニ
モ
ア
レ

若
ハ

不
実

ニ
モ
ア
レ

此
人
現
世

ニ

得
二ン

白
癩
病
一ヲ

乃

至
諸
悪
重
病

ア
ル
ヘ
シ

︒
又
云

ク 

当
二ニ

世
世

ニ

無
ル一レ

眼
等
云
云
︒
明
心

ト

与
二ハ

円
智
一

現
ニ

得
二

白
癩
一ヲ

︒
道
阿
弥

ハ

成
二ヌ

無
眼

ノ

者
一ト

︒
国
中

ノ

疫
病

ハ

頭
破
七
分
也
︒

以
レテ

罰
ヲ

推
レス

ル
ニ

徳
ヲ

我
門
人
等

ハ

福
過
十
号
無
レキ

疑
ヒ

者
也
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
一
二
九
九
頁
Ａ
︶

こ
こ
で
は
︑
法
華
経
の
行
者
を
毀
謗
す
る
が
故
に
現
実
に
起
こ
っ
た
事
実
が

挙
げ
ら
れ
て
い
き
︑
頭
破
七
分
の
現
証
と
し
て
国
中
の
疫
病
を
提
示
し
て
い

る
︒
そ
し
て
こ
の
現
罰
か
ら
推
し
て
︑
門
弟
等
に
対
す
る
功
徳
の
大
な
る
こ
と

は
疑
い
の
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

さ
ら
に
﹃
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
﹄
で
は
︑
本
書
の
終
わ
り
に
お
い
て
︑﹁
令
レル

弘
二

通
セ

此
大
法
一ヲ

之
法

ニ
ハ

必
安
二

置
シ

一
代
之
聖
教
一ヲ

習
二

学
ス
ヘ
シ

八
宗
之
章
疏
一ヲ

︒︶
２6
︵

﹂

と
大
法
広
布
の
用
意
に
つ
い
て
説
か
れ
︑
曾
谷
・
大
田
両
氏
に
﹁
両
人
共

ニ

為た
り

二

大
檀
那
一 

令
レメ

タ
マ
ヘ

成
二セ

所
願
一ヲ

︒︶
２7
︵

﹂
と
要
請
が
な
さ
れ
る
︒
そ
し
て
そ
こ
か
ら
所

願
必
定
の
証
文
が
︑
信
福
・
謗
罪
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
引
か
れ
︑
そ
れ
を
集

約
す
る
形
で
︑
④
の
文
が
引
用
さ
れ
︑
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒

安
明

ト
ハ

者
須
弥
山
之
名
也
︒
無
間

ト
ハ

者
阿
鼻

ノ

別
名
也
︒
国
主
誹
二

謗
セ
ハ

於

持
者
一ヲ

失
レヒ

位
ヲ 

臣
民
毀
二

呰
ス
レ
ハ

於
行
者
一ヲ

喪
レホ

ス

身
ヲ

︒
挙
二リ

テ

一
国
一ヲ

不
レレ

ハ

用
ヒ

定
ン
テ

自
反
他
逼
可
レキ

令
二ム

出
来
一セ

也
︒︵
中
略
︶
今
此
国
土

ニ

不
レル

ハ

有
ラ

二
ノ

日
・

二
ノ

月
等

ノ

大
難

ナ
リ

︒
余

ノ

難
ハ

大
体
有
レリ

之
︒
今
以
二テ

此
亀
鏡
一ヲ

浮
二ヘ

見
ル
ニ

日
本

国
一ニ

必
有
二ン

法
華
経

ノ

大
行
者
一

歟
︒
既

ニ

謗
レル

之
ヲ

者
ニ

有
二リ

大
罰
一

︒
信
レス

ル

之
ヲ

者
ニ

何
ソ

無
二ラ

ン

大
福
一

︒
今
両
人
励
二マ

シ

微
力
一ヲ 

予
カ

願
ニ

副
レヘ

力
ヲ 

仏
ノ

試
二ミ

ヨ

金

言
一ヲ

︒︵﹃
昭
定
﹄
九
一
一
頁
Ａ
︶

こ
こ
に
お
い
て
も
︑
法
華
経
の
行
者
を
謗
る
者
に
対
し
て
︑
す
で
に
大
罰
が

眼
前
の
現
証
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
︑
信
ず
る
者
に
大
福
が
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
と
し
て
︑
こ
こ
ろ
み
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

以
上
の
用
例
か
ら
︑
信
謗
罪
福
を
示
す
③
④
⑤
の
文
は
︑
ど
ち
ら
の
道
を
歩

む
の
か
二
者
択
一
を
厳
し
く
迫
る
と
い
う
よ
り
も
︑
謗
者
得
罪
の
文
は
︑
末
代

の
行
者
供
養
の
功
徳
と
い
う
難
信
の
法
門
に
つ
い
て
信
を
取
る
た
め
の
眼
前
の

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

六

歎
二

美
セ
ン
ハ

持
経
者
一ヲ 

其
福
復
過
レン

彼
ニ

等
云
云
︒
妙
楽
大
師
云

ク 

若
悩
乱

ス
ル

者
ハ

頭
破わ

れ
二

七
分
一ニ 

有
二ン

供
養
一ス

ル

者
ハ 

福
過
二ク

十
号
一ニ

等
云
云
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
九
三
七
頁
Ｂ
︶

こ
の
よ
う
に
﹃
法
蓮
鈔
﹄
で
は
⑤
の
経
文
が
具
に
引
か
れ
る
が
︑
一
箇
所
に

続
け
て
引
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
分
け
て
教
示
が
な
さ

れ
て
い
る
︒
そ
し
て
讃
文
③
は
特
に
行
者
供
養
の
功
徳
を
表
す
経
文
と
結
び
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
③
の
文
自
体
は
信
毀
罪
福
を
述
べ
た
も
の
だ

が
︑
そ
れ
が
法
師
品
の
経
文
⑤
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
さ
れ
る
の
で
は
な
く
︑
専
ら

﹁
順
者
得
福
﹂
の
意
を
表
す
釈
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
両
者
の

関
係
は
︑
両
文
が
引
用
さ
れ
る
﹃
国
府
尼
御
前
御
書
﹄
に
お
い
て
よ
り
は
っ
き

り
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒

法
華
経
第
四
法
師
品

ニ

云
ク

︑
有
レテ

人
求
二メ

テ

仏
道
一ヲ 

而
シ
テ

於
二テ

一
劫

ノ

中
一ニ 

合

掌
シ
テ

在
二テ

我
前
一ニ 

以
二テ

無
数

ノ

偈
一ヲ

讃
メ
ン 

由
二ル

カ

是
ノ

讃
仏
一ニ

故
ニ 

得
二ン

無
量

ノ

功

徳
一ヲ 

歎
二

美
セ
ン
ハ

持
経
者
一ヲ 

其
福
復
過
レキ

ン

彼
ニ

等
云
云
︒
文
の
心
は
︑
釈
尊
ほ

ど
の
仏
を
三
業
相
応
し
て
一
中
劫
が
間
ね
ん
ご
ろ
に
供
養
し
奉

ル

よ
り

も
︑
末
代
悪
世
の
世
に
法
華
経
の
行
者
を
供
養
せ
ん
功
徳
は
す
ぐ
れ
た
り

と
と
か
れ
て
候
︒
ま
こ
と
し
か
ら
ぬ
事
に
て
は
候
へ
ど
も
︑
仏
の
金
言
に

て
候
へ
ば
疑

フ

べ
き
に
あ
ら
ず
︒
其
上
妙
楽
大
師
と
申

ス

人
︑
此
の
経
文
を

重
ネ

て
や
わ
ら
げ
て
云

ク

︑
若
毀
謗

セ
ン

者
ハ 

頭
破
二レ

七
分
一ニ 

若
供
養

セ
ン

者
ハ 

福

過
二キ

ン

十
号
一ニ

等
云
云
︒
釈
の
心
は
︑
末
代
の
法
華
経
の
行
者
を
供
養
す
る
は

十
号
具
足
し
ま
し
ま
す
如
来
を
供
養
し
た
て
ま
つ
る
に
も
其
功
徳
す
ぎ
た

り
︒
又
濁
世
に
法
華
経
の
行
者
の
あ
ら
ん
を
留る

難な
ん

を
な
さ
ん
人
々
は
頭

か
う
べ

七
分
に
わ
る
べ
し
と
云
云
︒︵﹃
昭
定
﹄
一
〇
六
二
頁
Ａ
︶

こ
こ
で
は
⑤
の
供
者
得
福
の
文
を
挙
げ
て
︑﹁
此
の
経
文
を
重
て
や
わ
ら
げ

て
云
く
﹂
と
し
て
︑
③
の
文
を
引
い
て
い
る
︒﹁
や
わ
ら
げ
て
﹂
の
意
味
に
つ

い
て
︑
渡
辺
宝
陽
氏
は
︑﹁
経
文
の
示
す
結
論
を
完
結
に
明
示
す
る
こ
と
に
あ
っ

た︶
２1
︵

﹂
と
述
べ
︑
③
並
び
に
④
の
文
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
文
⑤
の
趣
意
が

明
ら
か
に
な
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

讃
文
③
④
⑤
が
記
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
八
幅
を
み
る
と
︑
③
は
全
て
に
記
さ

れ
︑
③
の
み
が
一
幅
︑
③
④
両
文
の
記
載
が
五
幅
︑
そ
し
て
三
つ
の
文
全
て
が

記
さ
れ
た
も
の
が
二
幅
と
な
る
︒
同
じ
三
紙
の
大
曼
荼
羅
に
三
種
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
︑
料
紙
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
︑
先
の
指
摘

の
如
く
経
文
⑤
の
意
を
③
さ
ら
に
は
④
の
文
に
よ
っ
て
端
的
か
つ
明
瞭
に
強
調

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
上
来
の
遺
文
中
の
用
例
か
ら
も
︑
讃
文
③

は
⑤
の
︑
そ
れ
も
特
に
法
華
経
の
行
者
に
対
す
る
供
養
の
功
徳
を
況
顕
す
る
意

を
込
め
て
大
曼
荼
羅
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
認
識
で
き
よ
う
︒

四
、
こ
こ
ろ
み
の
要
請
と
の
関
連

讃
文
③
の
初
出
は
﹃
聖
人
知
三
世
事
﹄
で
あ
る
︒
本
書
で
は
﹁
日
蓮

ハ

是
法

華
経

ノ

行
者
也
︒
紹
二

継
ス
ル

不
軽

ノ

跡
一ヲ

之
故

ニ

︒
軽
毀

ス
ル

人
ハ

頭
破わ

れ
二

七
分
一ニ 

信
ス
ル

者
ハ

福
ヲ

積
二マ

ン

安
明
一ニ

︒︶
２２
︵

﹂
と
︑﹃
依
憑
集
﹄
の
文
と
と
も
に
略
抄
さ
れ
︑
法
華
経

の
行
者
日
蓮
を
謗
る
日
本
一
国
・
一
同
に
対
す
る
頭
破
七
分
の
現
証
が
説
か
れ

る
︒こ
こ
で
は
供
養
の
説
示
と
は
関
係
が
み
ら
れ
な
い
が
︑門
弟
等
に
対
し
て
︑
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経
の
御
こ
へ
︵
声
︶
を
も
つ
ぎ
︑
釈
迦
仏
の
御
い
の
ち
を
も
た
す
け
ま
い

ら
せ
さ
せ
給

ヒ

ぬ
る
御
功
徳
︑
た
ゞ
を
し
は
か
ら
せ
給

フ

べ
し
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
一
五
三
一
頁
Ｃ
︶

本
書
は
︑高
橋
氏
妻
女
か
ら
の
供
養
に
対
す
る
礼
状
で
︑食
糧
も
な
く
な
り
︑

ま
さ
に
命
尽
き
よ
う
か
と
い
う
と
き
に
︑
種
々
の
物
を
頂
い
た
と
︑
そ
の
供
養

の
功
徳
を
称
讃
し
て
い
る
︒

こ
こ
で
は
︑
日
蓮
聖
人
が
生
き
存
え
れ
ば
︑
法
華
経
の
御
声
を
も
継
ぎ
︑
釈

迦
仏
の
命
を
も
助
け
る
こ
と
に
な
る
と
あ
り
︑
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
と

法
華
経
︑
そ
し
て
釈
尊
の
三
者
が
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
︒
日
蓮
聖
人
が
法
華
経
の
声
︑
釈
迦
仏
の
命
を
繋
ぐ
者
で
あ
り
︑
そ

れ
を
繋
ぐ
者
が
い
な
け
れ
ば
法
華
経
も
釈
尊
の
命
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︑
た

と
え
あ
っ
て
も
な
き
に
等
し
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒

こ
れ
は
日
蓮
聖
人
の
仏
教
観
・
法
華
経
観
の
一
つ
の
特
色
を
示
す
も
の
で
︑

真
実
の
仏
語
で
あ
れ
ば
こ
そ
︑
そ
の
心
が
現
前
の
事
実
と
し
て
表
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︑
三
証
具
足
し
て
仏
法
の
真
実
性
が
証
明
さ
れ
る
と
い
う
認
識
に
基

づ
い
て
い
る
︒
そ
れ
は
す
な
わ
ち
法
華
経
の
行
者
の
存
在
︑
そ
の
実
践
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
法
華
経
が
活
現
し
て
い
く
の
で
あ
り
︑
釈
尊
の
命
を
継
承
し
そ
の

願
業
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
自
覚
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
し

て
本
書
に
説
か
れ
る
よ
う
に
︑
か
か
る
日
蓮
聖
人
の
命
を
支
え
て
い
く
檀
越
の

供
養
は
︑
法
華
経
・
釈
迦
仏
の
命
を
繋
ぐ
と
い
う
重
要
な
役
割
の
一
端
を
担
う

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

次
に
︑﹃
南
条
殿
御
返
事
﹄
の
説
示
と
は
︑
左
の
一
節
で
あ
る
︒

そ
の
上
︑
上か

み

一
人
よ
り
下し

も

万
民
ま
で
に
に
く
ま
れ
て
︑
山
中
に
う
え
し
に

︵
餓
死
︶
ゆ
べ
き
法
華
経
の
行
者
な
り
︒
こ
れ
を
ふ
び
ん
と
を
ぼ
し
て
山

河
を
こ
え
わ
た
り
︑
を
く
り
た
び
て
候
御
心
ざ
し
は
︑
麦
に
は
あ
ら
ず

金こ
が
ね

な
り
︑
金
に
は
あ
ら
ず
法
華
経
の
文
字
な
り
︒
我
等
が
眼
に
は
む
ぎ

な
り
︒
十
ら
せ
つ
︵
羅
刹
︶
に
は
此
む
ぎ
を
ば
仏
の
た
ね
と
こ
そ
御
ら
ん

候
ら
め
︒︵﹃
昭
定
﹄
一
〇
七
九
頁
Ｃ
︶

本
書
は
︑
南
条
時
光
か
ら
の
麦
等
の
供
養
に
対
し
︑
古
例
を
引
い
て
供
養
の

功
徳
を
称
讃
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
自
身
を
﹁
山
中
に
う
え
し
に
ゆ

く
べ
き
法
華
経
の
行
者
﹂
と
記
し
︑
そ
の
日
蓮
聖
人
に
供
養
さ
れ
た
麦
を
法
華

経
の
文
字
︑
さ
ら
に
仏
の
種
と
表
現
し
て
い
る
︒

﹁
法
華
経
の
文
字
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
四
条
金
吾
殿
御
返
事︶

34
︵

﹄
や
﹃
時
光
殿
御

返
事︶

35
︵

﹄
に
お
い
て
も
説
か
れ
る
よ
う
に
︑
釈
尊
の
心
で
あ
り
︑
釈
尊
の
命
そ
の

も
の
を
意
味
す
る
も
の
で
︑
釈
尊
と
一
体
不
二
で
あ
る
︒
法
華
経
の
行
者
に
供

養
さ
れ
た
麦
は
︑
釈
尊
の
化
用
を
担
い
仏
事
を
な
す
者
を
生
か
し
養
う
も
の
で

あ
り
︑
す
な
わ
ち
︑
麦
が
仏
事
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
︑
麦
が
仏
の
種
を
繋
ぎ

育
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
仏
の
種
自
体
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る︶

36
︵

︒

日
蓮
聖
人
は
法
華
経
に
仏
種
が
宿
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
お

り︶
37
︵

︑
法
華
経
の
行
者
と
は
仏
の
種
を
繋
い
で
い
く
者
を
意
味
し
て
い
る
︒
先
述

の
如
く
︑
末
法
に
お
い
て
は
こ
の
行
者
の
存
在
に
よ
っ
て
︑
法
華
経
・
釈
尊
の

命
が
継
承
さ
れ
︑救
い
の
世
界
が
実
現
さ
れ
て
い
く
︒こ
こ
に
は
日
蓮
聖
人
の
︑

仏
の
種
を
断
絶
す
る
こ
と
な
く
継
承
し
て
い
く
者
と
し
て
の
自
覚
を
み
る
と
と

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

八

現
証
と
し
て
提
示
さ
れ
︑
疑
い
を
断
ち
絶
対
の
信
を
も
っ
て
実
践
す
る
こ
と
を

強
く
要
請
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
③
④
の
文
が
引
用
さ
れ

る
遺
文
に
お
い
て
主
と
し
て
提
示
さ
れ
る
眼
前
の
悪
報
は
自
叛
他
逼
・
疫
病
だ

が
︑
そ
れ
は
自
ら
法
華
経
を
実
践
実
証
し
た
確
固
た
る
師
自
覚
の
上
に
な
さ
れ

た
教
説
で
あ
り
︑
こ
の
日
蓮
聖
人
を
通
じ
て
末
代
の
凡
夫
は
成
仏
の
正
因
た
る

信
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
信
謗
罪
福
を
表
す
讃
文
は
︑
法
華
経
・
法
華
経
の
行

者
に
対
す
る
信
・
随
順
と
い
う
点
に
主
意
が
あ
る
が
︑
遺
文
中
の
説
示
や
三
つ

の
文
が
と
も
に
引
か
れ
る
讃
文
の
意
か
ら
︑
そ
の
中
で
も
特
に
法
華
経
の
行
者

に
対
す
る
供
養
と
い
う
実
践
︑
そ
し
て
そ
の
功
徳
の
甚
大
な
る
こ
と
を
強
調
す

る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

で
は
︑
か
か
る
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
が
如
何
に
位
置

付
け
ら
れ
︑
さ
ら
に
は
そ
の
供
養
と
大
曼
荼
羅
と
が
如
何
な
る
関
係
を
有
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒

五
、
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
の
意
義

檀
越
に
お
け
る
不
惜
身
命
受
持
の
実
践
の
最
た
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
日
蓮

聖
人
に
対
す
る
供
養
が
あ
り
︑
日
蓮
聖
人
は
自
身
に
対
し
て
供
養
を
な
す
檀
越

を
法
華
経
の
行
者
と
称
し
︑
仏
に
な
る
道
と
し
て
示
し
て
い
る
︒
浄
土
へ
の
参

入
に
つ
い
て
も
︑
師
弟
共
に
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
︑﹃
四
条
金
吾
殿
御
返

事
﹄
に
お
い
て
は
﹁
こ
れ
を
や
し
な
は
せ
給

フ

人
々
は
豈
同
二

居
ス
ル

浄
土
一ニ

の
人

に
あ
ら
ず
や︶

２8
︵

﹂
と
説
か
れ
る
よ
う
に
︑
法
華
経
の
行
者
で
あ
り
︑
末
法
の
導
師

で
あ
る
日
蓮
聖
人
に
連
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く︶

２9
︵

︒
こ
の
よ
う
に
日

蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
は
︑
浄
土
へ
の
参
入
と
い
う
檀
越
の
信
仰
の
証
し
︑
安

心
の
あ
り
方
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
︒

こ
れ
は
︑
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
檀
越
の
供
養
の
も
つ
意
義
を
︑
特
に
功
徳
論

や
成
仏
論
と
い
う
側
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
︑
檀
越
の
供
養

が
本
尊
義
の
実
践
に
お
い
て
如
何
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
実
践
論
に

視
点
を
置
き
た
い
︒

法
華
経
の
行
者
日
蓮
に
対
す
る
供
養
は
す
な
わ
ち
法
華
経
そ
の
も
の
に
対
す

る
供
養
で
あ
り
︑
さ
ら
に
は
三
仏
を
中
心
と
し
た
法
華
経
世
界
へ
の
供
養
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
は
︑﹃
上
野
殿
御
返
事
﹄
の
﹁
法
華
経
の
御
い
の
ち

を
つ
が
せ
給

フ

事
︑
三
世
の
諸
仏
を
供
養
し
給
へ
る
に
て
あ
る
な
り︶

30
︵

︒﹂
や
︑﹃
窪

尼
御
前
御
返
事
﹄
の
﹁
此
は
日
蓮
を
御
く
や
う
は
候
は
ず
︑
法
華
経
の
御
く
や

う
な
れ
ば
︑
釈
迦
仏
・
多
宝
仏
・
十
方
の
諸
仏
に
此
功
徳
は
ま
か
せ
ま
い
ら
せ

候︶
31
︵

︒﹂
と
い
っ
た
説
示
に
拠
る
が
︑こ
の
﹃
上
野
殿
御
返
事
﹄
の
一
節
に
は
﹃
日

女
御
前
御
返
事︶

3２
︵

﹄﹃
種
種
物
御
消
息︶

33
︵

﹄
等
の
説
示
と
同
様
に
︑﹁
法
華
経
の
い
の

ち
を
継
ぐ
﹂
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
こ
の
釈
迦
仏
・
法
華
経

の
命
を
継
承
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
︑﹃
種
種
物
御
消
息
﹄︑
並
び
に
﹃
南
条
殿

御
返
事
﹄
の
説
示
に
着
目
し
た
い
︒

ま
ず
︑﹃
種
種
物
御
消
息
﹄
の
説
示
と
は
︑
次
の
一
節
で
あ
る
︒

や
ま
く
づ
れ
︑
み
ち
ふ
さ
が
り
︑
人
も
か
よ
は
ず
︑
か
つ
て
︵
糧
︶
も
た

へ
て
︑
い
の
ち
か
う
に
て
候
つ
る
に
︑
こ
の
す
ゞ
の
物
た
ま
わ
り
て
法
華
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経
の
御
こ
へ
︵
声
︶
を
も
つ
ぎ
︑
釈
迦
仏
の
御
い
の
ち
を
も
た
す
け
ま
い

ら
せ
さ
せ
給

ヒ

ぬ
る
御
功
徳
︑
た
ゞ
を
し
は
か
ら
せ
給

フ

べ
し
︒

 

︵﹃
昭
定
﹄
一
五
三
一
頁
Ｃ
︶

本
書
は
︑高
橋
氏
妻
女
か
ら
の
供
養
に
対
す
る
礼
状
で
︑食
糧
も
な
く
な
り
︑

ま
さ
に
命
尽
き
よ
う
か
と
い
う
と
き
に
︑
種
々
の
物
を
頂
い
た
と
︑
そ
の
供
養

の
功
徳
を
称
讃
し
て
い
る
︒

こ
こ
で
は
︑
日
蓮
聖
人
が
生
き
存
え
れ
ば
︑
法
華
経
の
御
声
を
も
継
ぎ
︑
釈

迦
仏
の
命
を
も
助
け
る
こ
と
に
な
る
と
あ
り
︑
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
と

法
華
経
︑
そ
し
て
釈
尊
の
三
者
が
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
︒
日
蓮
聖
人
が
法
華
経
の
声
︑
釈
迦
仏
の
命
を
繋
ぐ
者
で
あ
り
︑
そ

れ
を
繋
ぐ
者
が
い
な
け
れ
ば
法
華
経
も
釈
尊
の
命
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︑
た

と
え
あ
っ
て
も
な
き
に
等
し
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒

こ
れ
は
日
蓮
聖
人
の
仏
教
観
・
法
華
経
観
の
一
つ
の
特
色
を
示
す
も
の
で
︑

真
実
の
仏
語
で
あ
れ
ば
こ
そ
︑
そ
の
心
が
現
前
の
事
実
と
し
て
表
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︑
三
証
具
足
し
て
仏
法
の
真
実
性
が
証
明
さ
れ
る
と
い
う
認
識
に
基

づ
い
て
い
る
︒
そ
れ
は
す
な
わ
ち
法
華
経
の
行
者
の
存
在
︑
そ
の
実
践
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
法
華
経
が
活
現
し
て
い
く
の
で
あ
り
︑
釈
尊
の
命
を
継
承
し
そ
の

願
業
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
自
覚
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
し

て
本
書
に
説
か
れ
る
よ
う
に
︑
か
か
る
日
蓮
聖
人
の
命
を
支
え
て
い
く
檀
越
の

供
養
は
︑
法
華
経
・
釈
迦
仏
の
命
を
繋
ぐ
と
い
う
重
要
な
役
割
の
一
端
を
担
う

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

次
に
︑﹃
南
条
殿
御
返
事
﹄
の
説
示
と
は
︑
左
の
一
節
で
あ
る
︒

そ
の
上
︑
上か

み

一
人
よ
り
下し

も

万
民
ま
で
に
に
く
ま
れ
て
︑
山
中
に
う
え
し
に

︵
餓
死
︶
ゆ
べ
き
法
華
経
の
行
者
な
り
︒
こ
れ
を
ふ
び
ん
と
を
ぼ
し
て
山

河
を
こ
え
わ
た
り
︑
を
く
り
た
び
て
候
御
心
ざ
し
は
︑
麦
に
は
あ
ら
ず

金こ
が
ね

な
り
︑
金
に
は
あ
ら
ず
法
華
経
の
文
字
な
り
︒
我
等
が
眼
に
は
む
ぎ

な
り
︒
十
ら
せ
つ
︵
羅
刹
︶
に
は
此
む
ぎ
を
ば
仏
の
た
ね
と
こ
そ
御
ら
ん

候
ら
め
︒︵﹃
昭
定
﹄
一
〇
七
九
頁
Ｃ
︶

本
書
は
︑
南
条
時
光
か
ら
の
麦
等
の
供
養
に
対
し
︑
古
例
を
引
い
て
供
養
の

功
徳
を
称
讃
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
自
身
を
﹁
山
中
に
う
え
し
に
ゆ

く
べ
き
法
華
経
の
行
者
﹂
と
記
し
︑
そ
の
日
蓮
聖
人
に
供
養
さ
れ
た
麦
を
法
華

経
の
文
字
︑
さ
ら
に
仏
の
種
と
表
現
し
て
い
る
︒

﹁
法
華
経
の
文
字
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
四
条
金
吾
殿
御
返
事︶

34
︵

﹄
や
﹃
時
光
殿
御

返
事︶

35
︵

﹄
に
お
い
て
も
説
か
れ
る
よ
う
に
︑
釈
尊
の
心
で
あ
り
︑
釈
尊
の
命
そ
の

も
の
を
意
味
す
る
も
の
で
︑
釈
尊
と
一
体
不
二
で
あ
る
︒
法
華
経
の
行
者
に
供

養
さ
れ
た
麦
は
︑
釈
尊
の
化
用
を
担
い
仏
事
を
な
す
者
を
生
か
し
養
う
も
の
で

あ
り
︑
す
な
わ
ち
︑
麦
が
仏
事
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
︑
麦
が
仏
の
種
を
繋
ぎ

育
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
仏
の
種
自
体
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る︶

36
︵

︒

日
蓮
聖
人
は
法
華
経
に
仏
種
が
宿
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
お

り︶
37
︵

︑
法
華
経
の
行
者
と
は
仏
の
種
を
繋
い
で
い
く
者
を
意
味
し
て
い
る
︒
先
述

の
如
く
︑
末
法
に
お
い
て
は
こ
の
行
者
の
存
在
に
よ
っ
て
︑
法
華
経
・
釈
尊
の

命
が
継
承
さ
れ
︑救
い
の
世
界
が
実
現
さ
れ
て
い
く
︒こ
こ
に
は
日
蓮
聖
人
の
︑

仏
の
種
を
断
絶
す
る
こ
と
な
く
継
承
し
て
い
く
者
と
し
て
の
自
覚
を
み
る
と
と

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

八

現
証
と
し
て
提
示
さ
れ
︑
疑
い
を
断
ち
絶
対
の
信
を
も
っ
て
実
践
す
る
こ
と
を

強
く
要
請
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
③
④
の
文
が
引
用
さ
れ

る
遺
文
に
お
い
て
主
と
し
て
提
示
さ
れ
る
眼
前
の
悪
報
は
自
叛
他
逼
・
疫
病
だ

が
︑
そ
れ
は
自
ら
法
華
経
を
実
践
実
証
し
た
確
固
た
る
師
自
覚
の
上
に
な
さ
れ

た
教
説
で
あ
り
︑
こ
の
日
蓮
聖
人
を
通
じ
て
末
代
の
凡
夫
は
成
仏
の
正
因
た
る

信
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
信
謗
罪
福
を
表
す
讃
文
は
︑
法
華
経
・
法
華
経
の
行

者
に
対
す
る
信
・
随
順
と
い
う
点
に
主
意
が
あ
る
が
︑
遺
文
中
の
説
示
や
三
つ

の
文
が
と
も
に
引
か
れ
る
讃
文
の
意
か
ら
︑
そ
の
中
で
も
特
に
法
華
経
の
行
者

に
対
す
る
供
養
と
い
う
実
践
︑
そ
し
て
そ
の
功
徳
の
甚
大
な
る
こ
と
を
強
調
す

る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

で
は
︑
か
か
る
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
が
如
何
に
位
置

付
け
ら
れ
︑
さ
ら
に
は
そ
の
供
養
と
大
曼
荼
羅
と
が
如
何
な
る
関
係
を
有
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒

五
、
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
の
意
義

檀
越
に
お
け
る
不
惜
身
命
受
持
の
実
践
の
最
た
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
日
蓮

聖
人
に
対
す
る
供
養
が
あ
り
︑
日
蓮
聖
人
は
自
身
に
対
し
て
供
養
を
な
す
檀
越

を
法
華
経
の
行
者
と
称
し
︑
仏
に
な
る
道
と
し
て
示
し
て
い
る
︒
浄
土
へ
の
参

入
に
つ
い
て
も
︑
師
弟
共
に
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
︑﹃
四
条
金
吾
殿
御
返

事
﹄
に
お
い
て
は
﹁
こ
れ
を
や
し
な
は
せ
給

フ

人
々
は
豈
同
二

居
ス
ル

浄
土
一ニ

の
人

に
あ
ら
ず
や︶

２8
︵

﹂
と
説
か
れ
る
よ
う
に
︑
法
華
経
の
行
者
で
あ
り
︑
末
法
の
導
師

で
あ
る
日
蓮
聖
人
に
連
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く︶

２9
︵

︒
こ
の
よ
う
に
日

蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
は
︑
浄
土
へ
の
参
入
と
い
う
檀
越
の
信
仰
の
証
し
︑
安

心
の
あ
り
方
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
︒

こ
れ
は
︑
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
檀
越
の
供
養
の
も
つ
意
義
を
︑
特
に
功
徳
論

や
成
仏
論
と
い
う
側
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
︑
檀
越
の
供
養

が
本
尊
義
の
実
践
に
お
い
て
如
何
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
実
践
論
に

視
点
を
置
き
た
い
︒

法
華
経
の
行
者
日
蓮
に
対
す
る
供
養
は
す
な
わ
ち
法
華
経
そ
の
も
の
に
対
す

る
供
養
で
あ
り
︑
さ
ら
に
は
三
仏
を
中
心
と
し
た
法
華
経
世
界
へ
の
供
養
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
は
︑﹃
上
野
殿
御
返
事
﹄
の
﹁
法
華
経
の
御
い
の
ち

を
つ
が
せ
給

フ

事
︑
三
世
の
諸
仏
を
供
養
し
給
へ
る
に
て
あ
る
な
り︶

30
︵

︒﹂
や
︑﹃
窪

尼
御
前
御
返
事
﹄
の
﹁
此
は
日
蓮
を
御
く
や
う
は
候
は
ず
︑
法
華
経
の
御
く
や

う
な
れ
ば
︑
釈
迦
仏
・
多
宝
仏
・
十
方
の
諸
仏
に
此
功
徳
は
ま
か
せ
ま
い
ら
せ

候︶
31
︵

︒﹂
と
い
っ
た
説
示
に
拠
る
が
︑こ
の
﹃
上
野
殿
御
返
事
﹄
の
一
節
に
は
﹃
日

女
御
前
御
返
事︶

3２
︵

﹄﹃
種
種
物
御
消
息︶

33
︵

﹄
等
の
説
示
と
同
様
に
︑﹁
法
華
経
の
い
の

ち
を
継
ぐ
﹂
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
こ
の
釈
迦
仏
・
法
華
経

の
命
を
継
承
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
︑﹃
種
種
物
御
消
息
﹄︑
並
び
に
﹃
南
条
殿

御
返
事
﹄
の
説
示
に
着
目
し
た
い
︒

ま
ず
︑﹃
種
種
物
御
消
息
﹄
の
説
示
と
は
︑
次
の
一
節
で
あ
る
︒

や
ま
く
づ
れ
︑
み
ち
ふ
さ
が
り
︑
人
も
か
よ
は
ず
︑
か
つ
て
︵
糧
︶
も
た

へ
て
︑
い
の
ち
か
う
に
て
候
つ
る
に
︑
こ
の
す
ゞ
の
物
た
ま
わ
り
て
法
華
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し
て
二
と
す
る
も
︑
帰
す
る
と
こ
ろ
は
一
で
あ
っ
て
︑
双
方
の
視
点
か
ら
考
察

を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
に
つ
い
て
の
理
解
が
よ

り
深
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

注︵
1
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
一
〇
頁
Ａ
︒

︵
2
︶　

拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂

︱
弟
子
・
檀
越
に

対
す
る
呼
称
を
中
心
と
し
て

︱
﹂︵
三
友
健
容
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
智
慧
の

と
も
し
び　

ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
展
開
﹄
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
篇
︑
山
喜
房

仏
書
林
︑
二
〇
一
六
年
︶
参
照
︒

︵
3
︶　

立
正
安
国
会
編
﹃
御
本
尊
集
﹄︵
立
正
安
国
会
︑
一
九
五
二
年
︑
一
九
九
〇
年

改
︶
に
一
二
七
幅
の
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
大
曼
荼
羅
が
影
印
さ
れ
︑
さ
ら
に
中
尾
堯
・

寺
尾
英
智
編
﹃
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
﹄
第
一
巻
曼
荼
羅
本
尊
︵
同
朋
舎

メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
︑
二
〇
一
二
年
︶
に
て
︑﹃
御
本
尊
集
﹄
未
収
録
の
六
幅
を
含
む

五
一
幅
の
カ
ラ
ー
図
版
が
収
載
さ
れ
て
い
る
︒

︵
4
︶　
﹃
大
正
﹄
第
三
四
巻
二
三
四
頁
上
︒

︵
5
︶　

塩
田
義
遜
稿﹁
大
曼
荼
羅
儀
相
の
研
究
﹂︵﹃
棲
神
﹄第
二
二
号
︑一
九
三
七
年
︶︑

山
中
喜
八
稿
﹁
日
蓮
聖
人
曼
荼
羅
図
集
﹂︵﹃
大
崎
学
報
﹄
第
一
〇
二
号
︑
一
九
五

四
年
︑後
に
同
著
﹃
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
﹄
上
︑雄
山
閣
︑一
九
九
二
年
に
収
録
︶︑

塩
田
義
遜
稿
﹁
大
曼
荼
羅
儀
相
の
再
研
究
﹂︵﹃
棲
神
﹄
第
三
〇
号
︑
一
九
五
五
年
︶

な
ど
︒
山
中
氏
は
特
に
﹁
慶
賛
文
﹂
と
し
て
そ
の
分
類
を
示
し
て
お
り
︑
塩
田
氏

は
﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
︵
三
十
︶
余
年
﹂
云
々
の
文
を
﹁
通
の
讃
文
﹂︑
そ
の

他
の
経
疏
の
文
を
﹁
別
の
讃
文
﹂
と
称
し
て
︑
そ
の
分
類
と
と
も
に
文
意
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
る
︒

︵
6
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂︵﹃
研
究
年
報
日
蓮
と
そ
の
教
団
﹄
第

一
集
︑
一
九
七
六
年
︶︒
本
稿
で
は
﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
﹂
云
々
の
文
と

経
釈
を
と
も
に
﹁
讃
文
﹂
と
称
す
る
︒
前
者
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
短
い
讃
文
の
中

に
法
滅
尽
時
に
お
け
る
救
済
の
確
証
が
大
曼
荼
羅
へ
の
帰
投
に
よ
っ
て
の
み
可
能

で
あ
る
こ
と
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
︵
九
六
頁
︶︑
こ
の
よ
う
な
意

味
か
ら
す
れ
ば
こ
の
讃
文
の
﹁
ほ
か
に
経
・
釈
等
を
讃
す
る
こ
と
は
︑
あ
る
意
味

で
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
し
︑
従
っ
て
︑
他
の
経
文
・
釈
文
を

讃
し
て
い
る
大
曼
荼
羅
と
︑
そ
の
よ
う
な
讃
文
の
な
い
大
曼
荼
羅
と
の
間
に
質
的

な
差
違
は
な
い
﹂︵
九
六
頁
︶
と
を
述
べ
︑
し
か
し
そ
の
上
で
経
文
・
釈
文
が
記
載

さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
︒
ま
た
同
稿
﹁
日
蓮
聖
人
﹁
大

曼
荼
羅
﹂
の
背
景
﹂︵﹃
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
﹄
第
七
号
︑
二
〇
〇
三
年
︶
に
お

い
て
も
起
顕
竟
の
法
門
と
の
関
連
の
中
で
讃
文
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
︒

︵
7
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
日
蓮
晩
年
に
お
け
る
謗
法
克
服
の
課
題
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学

研
究
﹄
第
四
〇
号
第
二
号
︑
一
九
九
二
年
︶︒

︵
8
︶　

山
上
弘
道
稿
﹁
日
蓮
大
聖
人
の
思
想
︵
六
︶﹂︵﹃
興
風
﹄
第
一
六
号
︑
二
〇
〇

四
年
︶︑同
稿
﹁
日
蓮
大
聖
人
曼
荼
羅
本
尊
の
相
貌
変
化
と
法
義
的
意
義
に
つ
い
て
﹂

︵﹃
興
風
﹄
第
一
七
号
︑
二
〇
〇
五
年
︶
等
︒
花
押
の
変
化
︑
供
養
の
礼
状
に
み
ら

れ
る
御
宝
前
の
表
現
の
変
化
︑
さ
ら
に
大
曼
荼
羅
に
関
し
て
︑
花
押
の
変
化
︑
善

徳
仏
・
十
方
分
身
諸
仏
の
排
除
︑
授
与
書
き
と
図
顕
数
と
と
も
に
︑
本
讃
文
の
記

載
が
挙
げ
ら
れ
︑﹁
仏
的
存
在
と
対
比
し
た
上
で
末
代
の
法
華
経
の
行
者
の
優
位
な

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

一
〇

も
に
︑
檀
越
に
お
け
る
供
養
が
仏
の
種
を
繋
い
で
い
く
と
い
う
働
き
を
な
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
れ
ら
の
説
示
か
ら
︑
檀
越
の
供
養
の
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
と
︑

法
華
経
の
行
者
日
蓮
の
命
を
支
え
繋
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
︑
す
な
わ
ち
本

仏
の
命
を
繋
ぎ
そ
れ
を
末
法
の
現
実
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
︒
こ
こ
に

お
い
て
︑
檀
越
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
が
︑
末

法
に
お
い
て
本
仏
の
本
因
と
し
て
本
仏
の
事
を
行
じ
実
現
し
て
い
く
と
い
う
本

尊
義
の
︑
大
き
な
活
動
体
系
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
︒
す
な
わ
ち
︑
檀
越
の
信
行
も
が
本
仏
の
本
因
を
担
う
存
在
と
し
て
︑
法
華

経
世
界
へ
と
包
摂
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

六
、
お
わ
り
に

以
上
︑
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
︑
そ
し
て
そ
の
功
徳
の

大
き
さ
を
強
調
し
た
讃
文
が
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
︑
本
尊

義
の
実
践
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
︒

法
華
経
の
行
者
と
は
本
仏
の
本
因
を
担
う
存
在
で
あ
り
︑
本
尊
を
主
体
化
し

実
践
す
る
者
で
あ
る
︒
そ
れ
は
日
蓮
聖
人
一
人
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
︑

檀
越
に
お
い
て
も
︑
本
仏
の
本
因
の
一
分
と
し
て
本
尊
を
支
え
て
い
く
一
員
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
で
き
よ
う
︒
た
だ
︑
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
よ
う

に
︑
檀
越
は
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
聖
人
に
連
な
る
こ
と
︑
日
蓮
聖
人
と

倶
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
担
う
の
で
あ
っ
て
︑
日
蓮
聖
人
の
本
尊

義
の
実
践
︑
ま
た
日
蓮
聖
人
の
師
自
覚
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
︒

檀
越
は
︑
こ
の
日
蓮
聖
人
の
不
惜
身
命
の
実
践
を
通
じ
て
成
仏
の
正
因
た
る
信

を
決
定
し
︑
日
蓮
聖
人
を
通
じ
て
法
華
経
世
界
へ
参
入
し
︑
本
仏
釈
尊
を
親
り

拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る︶

38
︵

︒

法
華
経
世
界
へ
参
入
す
る
と
は
︑
常
住
の
浄
土
で
あ
る
大
曼
荼
羅
世
界
へ
と

包
摂
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
︑
法
華
経
の
永
遠
の
生
命
の
中
に
自
己
を
み
る
こ
と

で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
日
蓮
聖
人
と
倶
に
あ
っ
て
︑
法
華
経
の
永
遠
の
生
命
を
繋

い
で
い
く
重
要
な
役
割
の
一
端
を
担
い
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
て︶

39
︵

︑
こ
こ

に
末
代
衆
生
の
絶
対
の
安
心
の
世
界
が
認
め
ら
れ
よ
う
︒

こ
こ
に
お
い
て
︑
檀
越
の
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
檀
越
に
お
け
る

具
体
的
信
行
実
践
は
︑
ど
こ
ま
で
も
日
蓮
聖
人
︑
そ
し
て
久
遠
本
仏
の
法
華
経

世
界
に
対
し
奉
る
と
い
う
相
対
的
な
向
上
門
的
な
側
面
を
も
つ
と
同
時
に
︑
そ

の
実
践
行
為
が
そ
の
ま
ま
翻
っ
て
︑
そ
の
証
の
世
界
に
あ
っ
て
本
仏
の
願
業
を

担
い
末
法
に
お
い
て
活
現
し
て
い
く
た
め
の
働
き
を
な
す
と
い
う
向
下
門
的
な

側
面
を
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
認
識
で
き
る
︒
こ
の
よ
う
な
向
上
・
向
下
︑
あ

る
い
は
教
証
の
日
蓮
・
行
証
の
日
蓮
と
い
わ
れ
る
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
ま
で
も
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
に
お
い
て
着
目
し
︑
極
め
て

重
要
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
︑
檀
越
に
お
け
る
実
践
に
お
い
て

も
同
様
の
視
点
か
ら
理
解
す
べ
き
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
た
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
と
し
て
論
じ
て
き
た

二
つ
の
本
尊
義

︱
礼
拝
の
対
象
と
し
て
の
本
尊
と
主
体
化
し
て
い
く
と
い
う

本
尊
義

︱
が
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
︑
分
別



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
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平
成
三
十
年
十
月

一
一

し
て
二
と
す
る
も
︑
帰
す
る
と
こ
ろ
は
一
で
あ
っ
て
︑
双
方
の
視
点
か
ら
考
察

を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
に
つ
い
て
の
理
解
が
よ

り
深
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

注︵
1
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
一
〇
頁
Ａ
︒

︵
2
︶　

拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂

︱
弟
子
・
檀
越
に

対
す
る
呼
称
を
中
心
と
し
て

︱
﹂︵
三
友
健
容
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
智
慧
の

と
も
し
び　

ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
展
開
﹄
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
篇
︑
山
喜
房

仏
書
林
︑
二
〇
一
六
年
︶
参
照
︒

︵
3
︶　

立
正
安
国
会
編
﹃
御
本
尊
集
﹄︵
立
正
安
国
会
︑
一
九
五
二
年
︑
一
九
九
〇
年

改
︶
に
一
二
七
幅
の
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
大
曼
荼
羅
が
影
印
さ
れ
︑
さ
ら
に
中
尾
堯
・

寺
尾
英
智
編
﹃
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
﹄
第
一
巻
曼
荼
羅
本
尊
︵
同
朋
舎

メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
︑
二
〇
一
二
年
︶
に
て
︑﹃
御
本
尊
集
﹄
未
収
録
の
六
幅
を
含
む

五
一
幅
の
カ
ラ
ー
図
版
が
収
載
さ
れ
て
い
る
︒

︵
4
︶　
﹃
大
正
﹄
第
三
四
巻
二
三
四
頁
上
︒

︵
5
︶　

塩
田
義
遜
稿﹁
大
曼
荼
羅
儀
相
の
研
究
﹂︵﹃
棲
神
﹄第
二
二
号
︑一
九
三
七
年
︶︑

山
中
喜
八
稿
﹁
日
蓮
聖
人
曼
荼
羅
図
集
﹂︵﹃
大
崎
学
報
﹄
第
一
〇
二
号
︑
一
九
五

四
年
︑後
に
同
著
﹃
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
﹄
上
︑雄
山
閣
︑一
九
九
二
年
に
収
録
︶︑

塩
田
義
遜
稿
﹁
大
曼
荼
羅
儀
相
の
再
研
究
﹂︵﹃
棲
神
﹄
第
三
〇
号
︑
一
九
五
五
年
︶

な
ど
︒
山
中
氏
は
特
に
﹁
慶
賛
文
﹂
と
し
て
そ
の
分
類
を
示
し
て
お
り
︑
塩
田
氏

は
﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
︵
三
十
︶
余
年
﹂
云
々
の
文
を
﹁
通
の
讃
文
﹂︑
そ
の

他
の
経
疏
の
文
を
﹁
別
の
讃
文
﹂
と
称
し
て
︑
そ
の
分
類
と
と
も
に
文
意
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
る
︒

︵
6
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂︵﹃
研
究
年
報
日
蓮
と
そ
の
教
団
﹄
第

一
集
︑
一
九
七
六
年
︶︒
本
稿
で
は
﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
﹂
云
々
の
文
と

経
釈
を
と
も
に
﹁
讃
文
﹂
と
称
す
る
︒
前
者
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
短
い
讃
文
の
中

に
法
滅
尽
時
に
お
け
る
救
済
の
確
証
が
大
曼
荼
羅
へ
の
帰
投
に
よ
っ
て
の
み
可
能

で
あ
る
こ
と
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
︵
九
六
頁
︶︑
こ
の
よ
う
な
意

味
か
ら
す
れ
ば
こ
の
讃
文
の
﹁
ほ
か
に
経
・
釈
等
を
讃
す
る
こ
と
は
︑
あ
る
意
味

で
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
し
︑
従
っ
て
︑
他
の
経
文
・
釈
文
を

讃
し
て
い
る
大
曼
荼
羅
と
︑
そ
の
よ
う
な
讃
文
の
な
い
大
曼
荼
羅
と
の
間
に
質
的

な
差
違
は
な
い
﹂︵
九
六
頁
︶
と
を
述
べ
︑
し
か
し
そ
の
上
で
経
文
・
釈
文
が
記
載

さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
︒
ま
た
同
稿
﹁
日
蓮
聖
人
﹁
大

曼
荼
羅
﹂
の
背
景
﹂︵﹃
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
﹄
第
七
号
︑
二
〇
〇
三
年
︶
に
お

い
て
も
起
顕
竟
の
法
門
と
の
関
連
の
中
で
讃
文
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
︒

︵
7
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
日
蓮
晩
年
に
お
け
る
謗
法
克
服
の
課
題
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学

研
究
﹄
第
四
〇
号
第
二
号
︑
一
九
九
二
年
︶︒

︵
8
︶　

山
上
弘
道
稿
﹁
日
蓮
大
聖
人
の
思
想
︵
六
︶﹂︵﹃
興
風
﹄
第
一
六
号
︑
二
〇
〇

四
年
︶︑同
稿
﹁
日
蓮
大
聖
人
曼
荼
羅
本
尊
の
相
貌
変
化
と
法
義
的
意
義
に
つ
い
て
﹂

︵﹃
興
風
﹄
第
一
七
号
︑
二
〇
〇
五
年
︶
等
︒
花
押
の
変
化
︑
供
養
の
礼
状
に
み
ら

れ
る
御
宝
前
の
表
現
の
変
化
︑
さ
ら
に
大
曼
荼
羅
に
関
し
て
︑
花
押
の
変
化
︑
善

徳
仏
・
十
方
分
身
諸
仏
の
排
除
︑
授
与
書
き
と
図
顕
数
と
と
も
に
︑
本
讃
文
の
記

載
が
挙
げ
ら
れ
︑﹁
仏
的
存
在
と
対
比
し
た
上
で
末
代
の
法
華
経
の
行
者
の
優
位
な

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

一
〇

も
に
︑
檀
越
に
お
け
る
供
養
が
仏
の
種
を
繋
い
で
い
く
と
い
う
働
き
を
な
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
れ
ら
の
説
示
か
ら
︑
檀
越
の
供
養
の
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
と
︑

法
華
経
の
行
者
日
蓮
の
命
を
支
え
繋
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
︑
す
な
わ
ち
本

仏
の
命
を
繋
ぎ
そ
れ
を
末
法
の
現
実
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
︒
こ
こ
に

お
い
て
︑
檀
越
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
が
︑
末

法
に
お
い
て
本
仏
の
本
因
と
し
て
本
仏
の
事
を
行
じ
実
現
し
て
い
く
と
い
う
本

尊
義
の
︑
大
き
な
活
動
体
系
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
︒
す
な
わ
ち
︑
檀
越
の
信
行
も
が
本
仏
の
本
因
を
担
う
存
在
と
し
て
︑
法
華

経
世
界
へ
と
包
摂
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

六
、
お
わ
り
に

以
上
︑
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
信
仰
行
為
︑
そ
し
て
そ
の
功
徳
の

大
き
さ
を
強
調
し
た
讃
文
が
大
曼
荼
羅
に
記
載
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
︑
本
尊

義
の
実
践
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
︒

法
華
経
の
行
者
と
は
本
仏
の
本
因
を
担
う
存
在
で
あ
り
︑
本
尊
を
主
体
化
し

実
践
す
る
者
で
あ
る
︒
そ
れ
は
日
蓮
聖
人
一
人
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
︑

檀
越
に
お
い
て
も
︑
本
仏
の
本
因
の
一
分
と
し
て
本
尊
を
支
え
て
い
く
一
員
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
で
き
よ
う
︒
た
だ
︑
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
よ
う

に
︑
檀
越
は
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
日
蓮
聖
人
に
連
な
る
こ
と
︑
日
蓮
聖
人
と

倶
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
担
う
の
で
あ
っ
て
︑
日
蓮
聖
人
の
本
尊

義
の
実
践
︑
ま
た
日
蓮
聖
人
の
師
自
覚
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
︒

檀
越
は
︑
こ
の
日
蓮
聖
人
の
不
惜
身
命
の
実
践
を
通
じ
て
成
仏
の
正
因
た
る
信

を
決
定
し
︑
日
蓮
聖
人
を
通
じ
て
法
華
経
世
界
へ
参
入
し
︑
本
仏
釈
尊
を
親
り

拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る︶

38
︵

︒

法
華
経
世
界
へ
参
入
す
る
と
は
︑
常
住
の
浄
土
で
あ
る
大
曼
荼
羅
世
界
へ
と

包
摂
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
︑
法
華
経
の
永
遠
の
生
命
の
中
に
自
己
を
み
る
こ
と

で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
日
蓮
聖
人
と
倶
に
あ
っ
て
︑
法
華
経
の
永
遠
の
生
命
を
繋

い
で
い
く
重
要
な
役
割
の
一
端
を
担
い
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
て︶

39
︵

︑
こ
こ

に
末
代
衆
生
の
絶
対
の
安
心
の
世
界
が
認
め
ら
れ
よ
う
︒

こ
こ
に
お
い
て
︑
檀
越
の
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
供
養
と
い
う
檀
越
に
お
け
る

具
体
的
信
行
実
践
は
︑
ど
こ
ま
で
も
日
蓮
聖
人
︑
そ
し
て
久
遠
本
仏
の
法
華
経

世
界
に
対
し
奉
る
と
い
う
相
対
的
な
向
上
門
的
な
側
面
を
も
つ
と
同
時
に
︑
そ

の
実
践
行
為
が
そ
の
ま
ま
翻
っ
て
︑
そ
の
証
の
世
界
に
あ
っ
て
本
仏
の
願
業
を

担
い
末
法
に
お
い
て
活
現
し
て
い
く
た
め
の
働
き
を
な
す
と
い
う
向
下
門
的
な

側
面
を
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
認
識
で
き
る
︒
こ
の
よ
う
な
向
上
・
向
下
︑
あ

る
い
は
教
証
の
日
蓮
・
行
証
の
日
蓮
と
い
わ
れ
る
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
ま
で
も
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
に
お
い
て
着
目
し
︑
極
め
て

重
要
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
︑
檀
越
に
お
け
る
実
践
に
お
い
て

も
同
様
の
視
点
か
ら
理
解
す
べ
き
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
た
︑
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
と
し
て
論
じ
て
き
た

二
つ
の
本
尊
義

︱
礼
拝
の
対
象
と
し
て
の
本
尊
と
主
体
化
し
て
い
く
と
い
う

本
尊
義

︱
が
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
︑
分
別



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

一
三

︵
14
︶　

弘
安
三
年
以
降
は
経
文
・
釈
文
の
記
載
が
み
ら
れ
な
く
な
る
︒
な
お
︑
身
延

曾
存
の
大
曼
荼
羅
を
み
る
と
︑
弘
安
三
年
五
月
十
八
日
に
沙
門
日
命
に
授
与
さ
れ

た
大
曼
荼
羅
︵
御
本
尊
鑑
二
〇
︶
に
③
④
の
記
載
が
み
ら
れ
る
︒

︵
15
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂︒

︵
16
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂︑
山
上
弘
道
稿
﹁
日
蓮
大
聖
人
曼
荼
羅

本
尊
の
相
貌
変
化
と
法
義
的
意
義
に
つ
い
て
﹂︒

︵
17
︶　

な
お
本
図
表
で
は
︑
法
華
経
の
行
者
日
蓮
に
対
す
る
行
為
に
言
及
す
る
遺
文

を
対
象
と
し
た
︒
例
え
ば
︑
本
来
天
台
の
徳
を
歎
ず
る
意
で
あ
る
﹃
依
憑
集
﹄
の

文
を
︑
日
蓮
聖
人
は
転
用
し
て
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
自
身
に
対
す
る
供
養
の
説

示
に
用
い
て
い
る
が
︑﹃
大
夫
志
殿
御
返
事
﹄﹃
昭
定
﹄
一
八
五
一
頁
Ｃ
の
よ
う
に

原
文
の
如
く
天
台
大
師
を
対
象
と
し
て
引
用
す
る
場
合
︑
ま
た
﹃
断
簡
七
七
﹄﹃
昭

定
﹄
二
五
〇
六
頁
の
よ
う
に
法
華
経
を
対
象
と
し
て
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
こ

こ
で
は
挙
げ
て
い
な
い
︒

︵
18
︶　
﹃
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
﹄︵
以
下
︑﹃
対
照
録
﹄
と
略
記
︶
は
建
治
元
年

と
す
る
︒

︵
19
︶　
﹃
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
目
録
﹄
は
建
治
三
年
と
す
る
︒

︵
20
︶　
﹃
昭
定
﹄
は
弘
安
三
年
に
系
年
︒
今
は
﹃
対
照
録
﹄︑
寺
尾
英
智
﹁
日
蓮
聖
人

書
状
の
花
押
﹂︵
中
尾
堯
・
寺
尾
英
智
編
﹃
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
﹄
第
一
巻
曼

荼
羅
本
尊
︑
一
七
二
頁
︶
に
よ
る
︒

︵
21
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
日
蓮
晩
年
に
お
け
る
謗
法
克
服
の
課
題
﹂
二
一
三
頁
︒

︵
22
︶　
﹃
昭
定
﹄
八
四
三
頁
Ａ
︒

︵
23
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
四
二
頁
Ｂ
︒

︵
24
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
四
三
頁
Ｂ
︒

︵
25
︶　

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
こ
こ
ろ
み
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
に
お
け
る

本
尊
義
の
実
践
︱
弟
子
に
対
す
る
﹁
こ
こ
ろ
み
﹂
の
要
請
の
意
義
︱
﹂
を
参
照
さ

れ
た
い
︒

︵
26
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
一
〇
頁
Ａ
︒

︵
27
︶　

右
同
︒

︵
28
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
六
六
八
頁
Ｃ
︒

︵
29
︶　

日
蓮
聖
人
に
対
す
る
檀
越
の
供
養
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
遺
文
に

お
け
る﹁
法
華
経
の
行
者
﹂
︱
弟
子
・
檀
越
に
対
す
る
呼
称
を
中
心
と
し
て

︱
﹂

に
お
い
て
少
し
く
論
じ
て
い
る
︒
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

︵
30
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
三
六
六
頁
Ａ
︒

︵
31
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
九
〇
〇
頁
直
弟
写
本
︒

︵
32
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
五
一
六
頁
Ｃ
︒

︵
33
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
五
三
一
頁
Ｃ
︒

︵
34
︶　
﹃
昭
定
﹄
六
六
六
頁
日
興
写
本
︒

︵
35
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
五
三
四
頁
直
弟
写
本
︒

︵
36
︶　
﹃
事
理
供
養
御
書
﹄﹃
昭
定
﹄
一
二
六
三
頁
Ａ
に
は
白
米
を
命
と
表
現
す
る
例

が
み
ら
れ
る
︒

︵
37
︶　
﹃
観
心
本
尊
抄
﹄﹃
昭
定
﹄
七
一
〇
頁
Ａ
︒

︵
38
︶　

右
同
七
二
一
頁
Ａ
︒

︵
39
︶　

法
華
経
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
者
は
︑
み
な
法
華
経
流
布
の
た
め
の
︑
ま
た
法

華
経
の
行
者
守
護
の
働
き
を
担
う
存
在
と
な
っ
て
い
く
︒
大
曼
荼
羅
勧
請
の
諸
尊

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

一
二

る
こ
と
が
法
義
上
示
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
︑
曼
荼
羅
本
尊
に
讃
文
と
し
て
示
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
一
層
確
た
る
も
の
と
す
べ
き
大
聖
人
の
意
志
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
﹂︵﹃
興
風
﹄
第
一
六
号
︑
一
八
三
頁
︶
と
論
じ
て
い
る
︒

︵
9
︶　

桐
谷
征
一
稿
﹁
日
蓮
聖
人
大
曼
荼
羅
に
お
け
る
経
文
・
釈
文
の
意
義
に
つ
い

て
﹂︵
松
村
壽
巖
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
﹄
山
喜
房

仏
書
林
︑
二
〇
一
四
年
︶︑
同
稿
﹁
日
蓮
聖
人
大
曼
荼
羅
に
お
け
る
﹁
讃
文
﹂
の
意

義
に
つ
い
て
﹂︵﹃
大
崎
学
報
﹄
第
一
七
〇
号
︑
二
〇
一
四
年
︶︒
論
文
の
タ
イ
ト
ル

に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
︑﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十︵
三
十
︶余
年
﹂云
々
の
文
を﹁
讃

文
﹂︑
そ
の
他
の
経
疏
の
文
を
﹁
経
文
・
釈
文
﹂
と
し
て
分
別
し
︑
両
者
は
異
な
る

要
素
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
︑﹁
普
遍
的
な
る
法
を
︑
門
下
・
檀
越
一
般
へ
︑
し
か

も
当
代
を
含
む
末
法
の
み
な
ら
ず
未
来
に
わ
た
っ
て
伝
え
︑
救
済
す
る
意
思
を
表

明
す
る
一
文
で
あ
る
﹂︵﹃
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
﹄
九
五
頁
︶﹁
讃
文
﹂
に
対

し
て
︑﹁
経
文
・
釈
文
﹂
は
﹁
当
代
の
門
下
・
檀
越
に
対
す
る
よ
り
時
宜
的
・
個
別
的
︑

具
体
的
な
信
仰
指
導
の
意
味
を
担
っ
て
い
た
﹂︵
同
書
九
六
頁
︶
と
論
じ
︑﹁
経
文
・

釈
文
﹂
が
記
さ
れ
た
理
由
は
︑﹁
第
一
は
︑
日
蓮
が
そ
の
門
下
︑
檀
越
に
対
し
て
要

求
す
る
法
華
信
仰
へ
の
勧
奨
︑
あ
る
い
は
信
仰
上
の
心
構
え
で
あ
り
︑
第
二
に
は
︑

日
蓮
は
大
曼
荼
羅
を
門
下
︑
檀
越
に
﹁
本
尊
﹂
と
し
て
授
与
す
る
に
あ
た
っ
て
︑

こ
れ
に
﹁
守
護
﹂
や
﹁
祈
願
﹂
の
意
味
を
持
た
し
め
て
い
た
こ
と
﹂︵
右
同
︶︑
こ

の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
︒

︵
10
︶　

拙
稿
﹁﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
所
説
の
﹁
一
尊
四
士
﹂
考
﹂︵﹃
大
崎
学
報
﹄
第
一
七

一
号
︑
二
〇
一
五
年
︶
に
お
い
て
︑
日
蓮
聖
人
の
本
尊
義
に
は
礼
拝
の
対
象
と
し

て
の
本
尊
と
と
も
に
︑
そ
の
本
尊
を
自
ら
主
体
化
し
て
い
く
と
い
う
本
尊
義
の
あ

る
こ
と
を
論
じ
た
︒
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
︑﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
流
通
分
で
説
か
れ

た
一
尊
四
士
に
は
︑
本
仏
の
本
因
と
し
て
本
仏
の
事
を
行
ず
る
︑
或
い
は
本
仏
の

末
法
衆
生
救
済
・
浄
仏
国
土
実
現
と
い
う
願
業
を
自
覚
し
︑
妙
法
五
字
を
不
惜
身

命
に
受
持
し
︑
こ
の
色
心
を
通
し
て
体
現
し
て
い
く
と
い
う
︑
末
法
に
お
け
る
師

の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
︒
こ
れ
は
︑
日
蓮
聖
人
一
人
に
限
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
︑
門
弟
に
対
し
て
も
こ
の
本
尊
義
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

る
︒
拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂

︱
弟
子
・
檀
越
に

対
す
る
呼
称
を
中
心
と
し
て

︱
﹂︑﹁
日
蓮
に
お
け
る
師
自
覚
に
つ
い
て

︱
供

養
の
説
示
を
中
心
に

︱
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
五
巻
第
一
号
︑
二
〇

一
六
年
︶︑﹁
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践

︱
弟
子
に
対
す
る
﹁
こ
こ
ろ

み
﹂
の
要
請
の
意
義

︱
﹂︵
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
日
蓮
教
学
と
そ

の
展
開
﹄
山
喜
房
仏
書
林
︑二
〇
一
九
年
︶
等
は
︑い
ず
れ
も
門
弟
︵
弟
子
・
檀
越
︶

に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
特
に

本
稿
は
檀
越
の
立
場
に
つ
い
て
︑﹁
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践

︱
弟
子

に
対
す
る
﹁
こ
こ
ろ
み
﹂
の
要
請
の
意
義

︱
﹂
は
能
化
の
弟
子
の
立
場
に
つ
い

て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
︑
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

︵
11
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂
九
六
︱
一
〇
〇
頁
︒

︵
12
︶　

中
尾
堯
・
寺
尾
英
智
編
﹃
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
﹄
第
一
巻
曼
荼
羅

本
尊
︑
七
二
頁
︒

︵
13
︶　

拙
稿
﹁
始
顕
本
尊
と
﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
に
関
す
る
一
考
察
﹂︵﹃
日
蓮
教
学
研

究
所
紀
要
﹄
第
四
一
号
︑
二
〇
一
四
年
︶︒
本
稿
で
着
目
し
た
よ
う
に
︑
曾
存
の
始

顕
本
尊
に
も
②
の
経
文
が
記
さ
れ
て
い
る
︒



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

一
三

︵
14
︶　

弘
安
三
年
以
降
は
経
文
・
釈
文
の
記
載
が
み
ら
れ
な
く
な
る
︒
な
お
︑
身
延

曾
存
の
大
曼
荼
羅
を
み
る
と
︑
弘
安
三
年
五
月
十
八
日
に
沙
門
日
命
に
授
与
さ
れ

た
大
曼
荼
羅
︵
御
本
尊
鑑
二
〇
︶
に
③
④
の
記
載
が
み
ら
れ
る
︒

︵
15
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂︒

︵
16
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂︑
山
上
弘
道
稿
﹁
日
蓮
大
聖
人
曼
荼
羅

本
尊
の
相
貌
変
化
と
法
義
的
意
義
に
つ
い
て
﹂︒

︵
17
︶　

な
お
本
図
表
で
は
︑
法
華
経
の
行
者
日
蓮
に
対
す
る
行
為
に
言
及
す
る
遺
文

を
対
象
と
し
た
︒
例
え
ば
︑
本
来
天
台
の
徳
を
歎
ず
る
意
で
あ
る
﹃
依
憑
集
﹄
の

文
を
︑
日
蓮
聖
人
は
転
用
し
て
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
自
身
に
対
す
る
供
養
の
説

示
に
用
い
て
い
る
が
︑﹃
大
夫
志
殿
御
返
事
﹄﹃
昭
定
﹄
一
八
五
一
頁
Ｃ
の
よ
う
に

原
文
の
如
く
天
台
大
師
を
対
象
と
し
て
引
用
す
る
場
合
︑
ま
た
﹃
断
簡
七
七
﹄﹃
昭

定
﹄
二
五
〇
六
頁
の
よ
う
に
法
華
経
を
対
象
と
し
て
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
こ

こ
で
は
挙
げ
て
い
な
い
︒

︵
18
︶　
﹃
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
﹄︵
以
下
︑﹃
対
照
録
﹄
と
略
記
︶
は
建
治
元
年

と
す
る
︒

︵
19
︶　
﹃
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
目
録
﹄
は
建
治
三
年
と
す
る
︒

︵
20
︶　
﹃
昭
定
﹄
は
弘
安
三
年
に
系
年
︒
今
は
﹃
対
照
録
﹄︑
寺
尾
英
智
﹁
日
蓮
聖
人

書
状
の
花
押
﹂︵
中
尾
堯
・
寺
尾
英
智
編
﹃
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
﹄
第
一
巻
曼

荼
羅
本
尊
︑
一
七
二
頁
︶
に
よ
る
︒

︵
21
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
日
蓮
晩
年
に
お
け
る
謗
法
克
服
の
課
題
﹂
二
一
三
頁
︒

︵
22
︶　
﹃
昭
定
﹄
八
四
三
頁
Ａ
︒

︵
23
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
四
二
頁
Ｂ
︒

︵
24
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
四
三
頁
Ｂ
︒

︵
25
︶　

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
こ
こ
ろ
み
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
に
お
け
る

本
尊
義
の
実
践
︱
弟
子
に
対
す
る
﹁
こ
こ
ろ
み
﹂
の
要
請
の
意
義
︱
﹂
を
参
照
さ

れ
た
い
︒

︵
26
︶　
﹃
昭
定
﹄
九
一
〇
頁
Ａ
︒

︵
27
︶　

右
同
︒

︵
28
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
六
六
八
頁
Ｃ
︒

︵
29
︶　

日
蓮
聖
人
に
対
す
る
檀
越
の
供
養
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
遺
文
に

お
け
る﹁
法
華
経
の
行
者
﹂
︱
弟
子
・
檀
越
に
対
す
る
呼
称
を
中
心
と
し
て

︱
﹂

に
お
い
て
少
し
く
論
じ
て
い
る
︒
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

︵
30
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
三
六
六
頁
Ａ
︒

︵
31
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
九
〇
〇
頁
直
弟
写
本
︒

︵
32
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
五
一
六
頁
Ｃ
︒

︵
33
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
五
三
一
頁
Ｃ
︒

︵
34
︶　
﹃
昭
定
﹄
六
六
六
頁
日
興
写
本
︒

︵
35
︶　
﹃
昭
定
﹄
一
五
三
四
頁
直
弟
写
本
︒

︵
36
︶　
﹃
事
理
供
養
御
書
﹄﹃
昭
定
﹄
一
二
六
三
頁
Ａ
に
は
白
米
を
命
と
表
現
す
る
例

が
み
ら
れ
る
︒

︵
37
︶　
﹃
観
心
本
尊
抄
﹄﹃
昭
定
﹄
七
一
〇
頁
Ａ
︒

︵
38
︶　

右
同
七
二
一
頁
Ａ
︒

︵
39
︶　

法
華
経
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
者
は
︑
み
な
法
華
経
流
布
の
た
め
の
︑
ま
た
法

華
経
の
行
者
守
護
の
働
き
を
担
う
存
在
と
な
っ
て
い
く
︒
大
曼
荼
羅
勧
請
の
諸
尊

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

一
二

る
こ
と
が
法
義
上
示
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
︑
曼
荼
羅
本
尊
に
讃
文
と
し
て
示
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
一
層
確
た
る
も
の
と
す
べ
き
大
聖
人
の
意
志
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
﹂︵﹃
興
風
﹄
第
一
六
号
︑
一
八
三
頁
︶
と
論
じ
て
い
る
︒

︵
9
︶　

桐
谷
征
一
稿
﹁
日
蓮
聖
人
大
曼
荼
羅
に
お
け
る
経
文
・
釈
文
の
意
義
に
つ
い

て
﹂︵
松
村
壽
巖
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
﹄
山
喜
房

仏
書
林
︑
二
〇
一
四
年
︶︑
同
稿
﹁
日
蓮
聖
人
大
曼
荼
羅
に
お
け
る
﹁
讃
文
﹂
の
意

義
に
つ
い
て
﹂︵﹃
大
崎
学
報
﹄
第
一
七
〇
号
︑
二
〇
一
四
年
︶︒
論
文
の
タ
イ
ト
ル

に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
︑﹁
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十︵
三
十
︶余
年
﹂云
々
の
文
を﹁
讃

文
﹂︑
そ
の
他
の
経
疏
の
文
を
﹁
経
文
・
釈
文
﹂
と
し
て
分
別
し
︑
両
者
は
異
な
る

要
素
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
︑﹁
普
遍
的
な
る
法
を
︑
門
下
・
檀
越
一
般
へ
︑
し
か

も
当
代
を
含
む
末
法
の
み
な
ら
ず
未
来
に
わ
た
っ
て
伝
え
︑
救
済
す
る
意
思
を
表

明
す
る
一
文
で
あ
る
﹂︵﹃
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
﹄
九
五
頁
︶﹁
讃
文
﹂
に
対

し
て
︑﹁
経
文
・
釈
文
﹂
は
﹁
当
代
の
門
下
・
檀
越
に
対
す
る
よ
り
時
宜
的
・
個
別
的
︑

具
体
的
な
信
仰
指
導
の
意
味
を
担
っ
て
い
た
﹂︵
同
書
九
六
頁
︶
と
論
じ
︑﹁
経
文
・

釈
文
﹂
が
記
さ
れ
た
理
由
は
︑﹁
第
一
は
︑
日
蓮
が
そ
の
門
下
︑
檀
越
に
対
し
て
要

求
す
る
法
華
信
仰
へ
の
勧
奨
︑
あ
る
い
は
信
仰
上
の
心
構
え
で
あ
り
︑
第
二
に
は
︑

日
蓮
は
大
曼
荼
羅
を
門
下
︑
檀
越
に
﹁
本
尊
﹂
と
し
て
授
与
す
る
に
あ
た
っ
て
︑

こ
れ
に
﹁
守
護
﹂
や
﹁
祈
願
﹂
の
意
味
を
持
た
し
め
て
い
た
こ
と
﹂︵
右
同
︶︑
こ

の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
︒

︵
10
︶　

拙
稿
﹁﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
所
説
の
﹁
一
尊
四
士
﹂
考
﹂︵﹃
大
崎
学
報
﹄
第
一
七

一
号
︑
二
〇
一
五
年
︶
に
お
い
て
︑
日
蓮
聖
人
の
本
尊
義
に
は
礼
拝
の
対
象
と
し

て
の
本
尊
と
と
も
に
︑
そ
の
本
尊
を
自
ら
主
体
化
し
て
い
く
と
い
う
本
尊
義
の
あ

る
こ
と
を
論
じ
た
︒
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
︑﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
流
通
分
で
説
か
れ

た
一
尊
四
士
に
は
︑
本
仏
の
本
因
と
し
て
本
仏
の
事
を
行
ず
る
︑
或
い
は
本
仏
の

末
法
衆
生
救
済
・
浄
仏
国
土
実
現
と
い
う
願
業
を
自
覚
し
︑
妙
法
五
字
を
不
惜
身

命
に
受
持
し
︑
こ
の
色
心
を
通
し
て
体
現
し
て
い
く
と
い
う
︑
末
法
に
お
け
る
師

の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
︒
こ
れ
は
︑
日
蓮
聖
人
一
人
に
限
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
︑
門
弟
に
対
し
て
も
こ
の
本
尊
義
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

る
︒
拙
稿
﹁
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂

︱
弟
子
・
檀
越
に

対
す
る
呼
称
を
中
心
と
し
て

︱
﹂︑﹁
日
蓮
に
お
け
る
師
自
覚
に
つ
い
て

︱
供

養
の
説
示
を
中
心
に

︱
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
五
巻
第
一
号
︑
二
〇

一
六
年
︶︑﹁
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践

︱
弟
子
に
対
す
る
﹁
こ
こ
ろ

み
﹂
の
要
請
の
意
義

︱
﹂︵
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
日
蓮
教
学
と
そ

の
展
開
﹄
山
喜
房
仏
書
林
︑二
〇
一
九
年
︶
等
は
︑い
ず
れ
も
門
弟
︵
弟
子
・
檀
越
︶

に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
特
に

本
稿
は
檀
越
の
立
場
に
つ
い
て
︑﹁
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践

︱
弟
子

に
対
す
る
﹁
こ
こ
ろ
み
﹂
の
要
請
の
意
義

︱
﹂
は
能
化
の
弟
子
の
立
場
に
つ
い

て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
︑
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

︵
11
︶　

渡
辺
宝
陽
稿
﹁
大
曼
荼
羅
と
法
華
堂
﹂
九
六
︱
一
〇
〇
頁
︒

︵
12
︶　

中
尾
堯
・
寺
尾
英
智
編
﹃
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
﹄
第
一
巻
曼
荼
羅

本
尊
︑
七
二
頁
︒

︵
13
︶　

拙
稿
﹁
始
顕
本
尊
と
﹃
観
心
本
尊
抄
﹄
に
関
す
る
一
考
察
﹂︵﹃
日
蓮
教
学
研

究
所
紀
要
﹄
第
四
一
号
︑
二
〇
一
四
年
︶︒
本
稿
で
着
目
し
た
よ
う
に
︑
曾
存
の
始

顕
本
尊
に
も
②
の
経
文
が
記
さ
れ
て
い
る
︒



日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
︵
桑
名
︶

一
四

は
そ
の
代
表
者
で
も
あ
り
︑﹃
開
目
抄
﹄
や
﹃
祈
祷
鈔
﹄
等
に
説
か
れ
る
法
華
経
の

行
者
守
護
の
必
然
性
は
︑
み
な
自
身
成
仏
の
大
恩
の
法
華
経
に
対
し
て
如
何
に
そ

の
恩
に
報
い
る
か
と
い
う
︑
知
恩
報
恩
の
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
︒
常
住
の
浄
土

で
あ
る
大
曼
荼
羅
世
界
に
包
摂
さ
れ
た
諸
尊
は
こ
の
よ
う
に
︑
法
華
経
の
命
を
繋

ぎ
そ
し
て
活
現
し
て
い
く
と
い
う
永
遠
の
法
華
経
世
界
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
︑
絶
対
の
安
心
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

日
蓮
聖
人
遺
文
の
引
用
は
︑
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
﹃
昭
和
定
本
日
蓮
聖

人
遺
文
﹄
改
訂
増
補
版
︑総
本
山
身
延
久
遠
寺
発
行
︵﹃
昭
定
﹄
と
略
記
︶
に
よ
っ
た
︒

数
字
は
同
書
の
も
の
で
あ
る
︒
引
用
す
る
遺
文
は
︑真
蹟
現
存
遺
文
︑真
蹟
曾
存
遺
文
︑

真
蹟
断
片
現
存
遺
文
︑
真
蹟
断
簡
現
存
遺
文
︑
直
弟
写
本
が
存
在
す
る
遺
文
に
限
っ

た
︒
ま
た
︑
真
蹟
現
存
の
有
無
な
ど
を
︑
左
記
の
記
号
で
頁
数
の
下
に
記
し
た
︒

Ａ　

真
蹟
現
存
遺
文
︵
完
存
も
し
く
は
︑
ほ
ぼ
完
存
︶

Ｂ　

真
蹟
曾
存
遺
文

Ｃ　

真
蹟
断
片
現
存
遺
文

本
論
文
は
︑
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
九
回
学
術
大
会
︵
平
成
三
十
年
九
月
二

日　

於
東
洋
大
学
︶
に
お
い
て
発
表
し
た
﹁
日
蓮
図
顕
の
大
曼
荼
羅 

︱
讃
文
に
つ
い

て
の
一
考
察

︱
﹂
に
つ
い
て
︑
さ
ら
に
具
体
的
な
論
述
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
︒

同
発
表
は
﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
へ
投
稿
し
た
が
︑
厳
し
い
字
数
制
限
が
あ
る
た
め
︑

十
分
な
意
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
研
究
と
の

関
連
の
中
に
お
い
て
論
題
を
改
め
︑
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
︒

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀

法
華
経
の
行
者
︑
こ
こ
ろ
み
︑
信
行
実
践
︑
護
法
︑
現
証
︑
仏
種
︑
安
心
︑
成
仏


